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〈表紙〉

鷹取城跡

所在地 直方市大字永満寺、大字頓野

鷹取城跡は、平安一鎌倉時代に造 られた中近世の山城跡て、 黒田

家の筑前六端城の ーっと して黒田節で高名な母早大兵衛の居城とな

りましたが、元手口元年 (1615年)幕府の一国一城の令により破却さ

れました。

昭和61年ーから始められた発揮:調査で¥本丸には堅固な二重の石垣

間つの城門、 瓦葺きの建物があった ことな Eが明らかにな っていま

す。
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第 38回 福岡県公民館大会に寄せて

福岡県公民館連合会会長 鑓水 速太

本日、乙乙 tc、県内各地から多数の皆様方の参加を得て、第38回福岡県公民館大会が

乙のように盛大に開催できますことは、ひとえに関係各位の御尽力の賜であり、深く感

謝申し上げます。

さて、固にあっては、本年六月比 「公民館の整備 ・運営の在り方について」中間報告

(資料掲載)の中で、生涯学習推進体制の整備に向けて、地域の中核的施設としての

公民館の在り方についての検討がなされていると乙ろであります。

また、県においても、本年四月、新しく生産学習振興課を設置し、生涯学習の推進に向

けて検討が重ねていると乙ろであります。

乙うした生涯学習社会形成への動きの宇で、公民館は住民の身近な学習 ・交流の場とし

て、今後とも生涯学習の推進に大きく貢献するものと確信いたします。

県公民館連合会といたしましても、今後とも公民館の振興・充実に努めてまいりたい

と考えています。

さて、本大会は、 「生涯学習時代に対応する公民館活動のあり方Jのテーマのもとに、

文部省生涯学習局坂本登社会教育官を記念講演の講師にお迎えし、開催する乙とにしま

した。また、各分科会におきましては、それぞれのねらいを

「学習機会提供の拠点としての公民館のあり方を考えるJ

「学習情報提供・相談の拠点としての公民館のあり方を考えるJ
「学習活動を結ぶ拠点としての公民館のあり方を考える」

「学習 ・交流活動の場として自治公民館のあり方を考えるj

「同和教育を推進する公民館のあり方を考えるJ

として設定し、各ブロックから出していただいた事例をもとに、活発な討議を重ねてい

ただく乙とを期待していると乙ろであります。

本大会を皆様方の熱意によって成功させ、今後とも、この大会を契機として、福岡県

の公民館人が心を一つにして、自信と誇りをもって精進する乙とを祈念して寄せる言葉と

します。
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1 忽

第38回福岡県公民館大会開催要項

ヒー
田

今日、高齢化 ・国際化 ・情報化など著しい社会状況の変化の中で、地域における社会

教育の中心施設である公民館が、人々の生涯にわたる自発的な学習要求に応えるための

拠点として、また、連帯感あふれる活力ある地域社会づくりの拠点として果たす役割と

機能は、ますます重視されてきている。

そ乙で、県内の公民館関係者が一堂に会し、生涯学習時代tc対応する公民館活動のあ

り方を求めて、日頃の実践活動の現状及び当面する課題などについて相互理解を深め、

公民館の充実・発展Lζ資する。

2. 大会テーマ

生涯学習時代に対応する公民館活動のあり方

3 主催

福岡県公民館連合会、福岡県教育委員会、直方市教育委員会

4.後援

福岡県、直方市、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県市町村教育委員会連絡協議会、

福岡県社会教育委員連絡協議会、福岡県視聴覚教育協会、福岡県青少年問題協議会、福

岡県PTA連合会、福岡県郡市婦人会連絡協議会、福岡県青年団協議会、福岡県子ども

会連合会、福岡県明るい選挙推進協議会、福岡県貯蓄推進委員会、直方市青少年育成会、

直方市公民館連絡協議会

5.期 日 平成 3年 7月31日(水)

6.会 場 直方市民会館(主会場)ほか

7 参加者 約1.000名

公民館職員、公民館運営審議会委員、自治(町内)公民館関係者、社会教育委員、行

政関係者、公民館利用者
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8.日程

9:15-10:00 受付

10: 00 - 11 : 00 大会式典

開会の乙とば福岡県公民館連合会副会長

主催者あいさつ 福岡県公民館連合会長

福岡県教育委員会教育長

直方市教育委員会教育長

来賓祝辞福岡県知事

福岡県議会議長

直方市長

表 彰

日程説明

11:00-12:15 記念議演

演題:地域に根ざした公民館活動活性化への提言

講師:文部省社会教育宮坂本登氏

次期開催地(北筑後地区)代表あいさつ

昼食・移動 (特別出演鞍手南陵太鼓)

分科会

12:15-12:20 

12:20-13・30

13:30-16:00 

16:00 閉会

巨空言日

ム一品 場 覧

分科会 施 設 名

直方市民会館別館(2F ) 第 3会議室

2 直方市中央公民館(3F ) 第 3学習室

3 直方市中央公民館(4F ) 第 4学習室

4 直方市中央公民館(1 F ) 大会議室

5 直方市中央公民館(2F ) 視聴覚室

直司| 直方市民会館 大ホール (本館)
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9.分科会の 構 成

分 科 A
一品 討議のねらい 討議の柱

学習機会提供の拡充のあり方について

}学習機会提供の拠点
学習機会提供と |

|としての公民館のあ 1...
公民館 | 

E り方を考える

魅力ある学習プログラム開発のあり方について

2 

学習情報提供 ・学習

学習情報の提供|相談の拠点としての

と公民館 |公民館のあり方を考

える

学習情報の効果的な収集と提供のあり方につ
L 、て

学習相談事業のあり方について

3 

1学習活動を結ぶ拠点
学習集団の育成|

|としての公民館のあ
と公民館 | 

1 り方を考える

学習団体 ・グループの育成と援助のあり方に

ついて

学習団体を結ぶ連絡 ・調整のあり方について

4 

学習・交流活動

の推進と自治公

民館

地域住民の学習活動を推進する自治公民館の

1あり方について
学習 ・交流の場とし

ての自治公民館のあ 1 ー

り方を考える
地域住民の交流を推進する自治公民館のあり

方について

同和教育の学習計画と展開のあり方について

5 

l同和教育を推進する
同和教育の推選|

一 1:公民館のあり方を考 Eと公民館 | 勾

え Q 同和問題解決のための啓発活動のあり方につ

いて
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助言者 会場責任者司会者 事例発表者 | 記録者

県教育庁指導第

二部社会教育課

社会教育主事

今村隆信

北筑後教育事務

所主任社会教

育主事

民公央中

事
町

主

田宮

館
乍

r
d

・
'
1
1

館

治

民公

園
町

本

倉

長

朝

係

公

孝

合同尾市

熊

州

長

伊

九

館

北

民弘釜百丸士
口 藤井吉位

直方市中央公民

館主事

本松 孝

総育教

一
会

タ

社

ン

長

立

セ

所

県

合

副

小野敏弘

南筑後教育事務

所主任社会教

育主事

津屋崎町中央公

民自脹

後藤申吾

民

吠
公

布

央中

淵
村

大

部

長
矢

館繍博マ
T
悶
エ河

鞍手町中央公民

館

社会教育指導員

二羽 浩

鞍手町中央公民

館

社会教育指導員

篠原道久

元県立英彦山青 | 筑豊教育事務所 | 桂川町教育委員会|若宮町中央公民 |若宮町中央公民

主育教A
E
 

社任主

事

長所家の年

原因修次 | 谷口英司

社会教育主事 l館長 l館公民館係長

伊藤秀一

子
門
H
H

，
す
か
山本山

山
{彦東固有

民

誼
公

寺

尾長

吉

市

事

市

岡

主

福

館

所

主

務

育

事

教

育

会

教

社

築

任
京

主

事

大期短子女

授
真

教

純

学

川原禦治 | 上回 初 利

民公央中

事
市

主
方直

館
民公央中

長
町

係

竹小

館

E

雄
田

守

伊下

長

本

市

館

山

川

民
国

公

苅田町今古賀コ

ミュニティセンター | 青野 幸徳 | 草野 松照

三宅 昭

県教育庁指導第 | 福岡教育事務所

二部同和教育課 | 主任社会教育主

指導主事 | 事

西

期調川|町中央公 | 中間市中央公民 | 中間市中央公民

民館長 | 館 主 事 |館係長

内野 秀範

弘
小郡市教育委員

藤波 紀彦| 会社会教育係長

野団員良

山崎 淳子 工 藤 輝 久
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平成3年度公民館役 職 員 表 彰 一 覧

公民館の役隊員として、地盤まの公民館活動の振

興に懸著な功績があったもの。

-公立公民館聡員

勤続 10年以上

-自治(町内)公民館畏・主事

勤続 5年以上

-公民館運営審議会委員

動続 5年以上

ぜん どう かす や

仙 頭 和 也

北九州市小倉南区

横代公民館事務吏員

l 老人大学講座、婦人国際交流講座、その他公

民館講座の運営に積極的に取り組み、社会教育

の振興に努めた。

2 文化連盟、 PTAなど社会教育関係団体との

連携に取り組み、乙れらの団体の育成 ・発展に

尽力した。

岡本 守

北九州市八幡東区

敏光北公民館事務吏員

l 公民館活動及び公民館クラブ、地域関係団体

の事業に積極的に参加し指導助言を行い、地域

活動の活性化に貢献した。

2 公民館事業及び地域行事等をビデオに編集し、

公民館活動の活性化に努めた。

. え の とし斜

前 野 利 雄

福岡市東区

馬出公民館長

1 人権尊重を基調とした公民館運営と地域づく

りに貢献し、校区人権尊重推進協議会結成の中

心的役割を果たした。

2. 高齢化社会に対応する生涯学習の取り組みと

して、高齢者対象に幅広いテーマで継続学習を

展開した。

阻ま すみお

長沼寿美雄

徳岡市南区

復原公民館主事

1 副都心地区において、 学級 ・講座を効果的に

運営するとともに、地域指導者及び学習指導者

として地域のボランティアの養成に努めた。

2 地域の機関、諸団体との連携を図り、青少年

の健全育成に貢献した。

〈 す 化 し ろ う

楠田司郎

福岡市中央区

平尾公民館畏

1 平尾社会教育推進会と連携し、地主主活動の充

実と社会教育関係団体との連絡調整の円滑化に

貢献した。

2 体育・スポーツ活動を通じて、住民の融和と

連帯、健康づくりに実績をあげた。
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大鶴夕美

福岡市早良区

早良公民館主事
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下回勢四郎

山回市

大構公民館長

l 特に、婦人学級の開設、婦人・子どもスケッ

チ大会の実施に顕著な実績をあげた。

2. 地域住民の健康憎進、生活文化の振興K尽力

した。

大 神 一 雄

福岡市西区

北崎公民館長

l 北崎校区人権尊重推進協議会の結成に中心的

役割を果たし、現在も活動の主軸を担っている。

2. 青少年の健全育成を図るため、育成会や青年

団等と連携して継続事業を実施している。

鶴 秀海

大牟田市

大牟閏市中央公民館

運営審議会委員

l 中央公民館、地区公民館建設に多大な貢献を

した。

2 ボランティア地区公民館運営委員会組織の設

置に尽力した。

3 クーループ ・サークルの育成に地域の核として

貢献した。

中 村 武 子

甘木市

三奈木公民館事務員

1 福祉活動の推進、町民の健康づくりと明るい

町づくりに積極的に参加し、公民館活動の充実

発展に寄与した。

2 常に笑顔を絶やさず地域住民の対応に気を配

り、住民の信頼も厚L、。

見好卯敏

志免町

志免町中央公民館主事

l 高齢者学級、婦人学級各種公民館講座の開設

に努め、その充実 ・発展を図った。

2 自治公民館主事の育成に積極的に取り組み、

地域活動の拡充に努めた。

－ 7 －



にし かわ しゅう じ

西 川 修

新宮町

新宮町中央公民館長

1 国際交流事業の一環として「新宮町ホームス

テイ事業」の実施に努め、青少年の健全育成の

推進を図った。

2 槽屋郡社会教育仮興会の役員として、郡の公

民館事業の振興・発展に尽力した。

目原徳夫

大島村

大島村公民館長

l 地域住民のコミュニケーションと健康っくり

に努めた。

2 婦人、成人、高齢者教育等の振興 ・発展に尽

力した。

3 青少年の健全育成と指導者の養成に努めた。

高倉

浮羽町

浮羽町公民館
遷営審議委員

守

1. 特に、高齢者教育の振興に貢献した。

2 花いっぱL、運動、奉仕活動(神社の清掃等)

の実施等老人クラブの会長として、積極的K取

り組み多大な成果をあげた。

後藤 尊

城島町

城島町公民館主事

L 自主グループ活動の推進に努め、町民が積極

的に活動に参加する体制jを確立させた。

2 地域の家庭教育学級を出前学級として開設し、

多大な成果をあげた。

3 自治公民館の組織化に努め、地域活動の活発

化を図った。

本田克己

北九州市門司区

門司校区公民館長

l 地域のスポーツ活動、文化活動の発展に寄与

し、特に PTAと連携して、青少年の健全育成

に尽力した。

2 地域のふれあい運動を中心とした公民館活動

の推進に努め、住みよい街づくりの中心的役割

を果たした。

利島清平

北九州市小倉北区

畏浜末広公民館長

l ちびっ子オ リンピックや歩乙う会などを通じ、

児童の健全育成に努めた。

2 昭和51年長浜末広地区の自治公民館建設に尽

力した。
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いわ &と とし はる

岩 本利晴

北九州市八幡西区

岩崎公民館畏

1 香月地区公民館連絡協議会の会長として、地

区の自治公民館活動の振興 ・発展に寄与した。

2. 地域住民の相互理解と事業の円滑な実施を図

り、地域の文化活動の振興に尽力した。

佐 藤 一 好

たみず oろ ゆa

二回水康行

関川市

見立公民館畏

l 各種グループ ・サークルの育成K努め、公民

館活動の充実、発展K寄与した。

2. 地域の特性をいかした「農業まつり jを公民

館で毎年行い、地域の振興 ・発展に尽力した。

にし Uら ひろ み

西 村 弘美

久留米市 | 竃欝蝿 τ-，， 八女市

畏門石校区公民館主事 "~ "'\i/ 本町内公民館畏

1. 昭和55年の校区公民館建設に当たっては、校 I 1. 公民館事業として、盆踊り、民謡教室を創設

区住民のコミュニティ意識の高揚を図り 、その | し、地域住民の融和と連帯感の醸成に努めた。

完成を成した功績は大き L、。 I2 子ども会育成会に積極的K取り組み、地域の

2. 親子読書会の実行委員として、読書を通じて | 青少年健全育成に尽力した。

親子のふれあいを深め、地域社会の連帯感の醸

成に尽力した。

橘 主税

直方市

感悶校区公民館長

1 スポーツを通じて新旧住民の融和を図るとと

もK、学校と地域の一体化組織である児童育成

協議会会長として、青少年の健全育成に努める

など住みよい地域社会づくりに貢献した。

.っ たリ かず ゆき

松 竹 一 行

筑後市

羽犬緩小学校区公民館長

(羽犬塚上町公民館長 )

1 公民館文化祭、運動会、各種体育 ・スポーツ

行事等を実施し、成果をあげた。

2 青少年の健全育成に尽力し、明るく住みよい

地威づくりに貢献した。
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田中 充

大川市

上自垣公民館畏

1. 平成元年度生涯学習推進モデル地区の指定を

受け、明るい豊かな街づ、くりに尽力。 2年度は

遊園地、ゲートボール場の建設に貢献した。

2. 63年度より木室校区18公民館長会の会長を兼

ね、地域の教養文化の向上に努めた功績は大き

L 、。

竹内 努

小郡市

大原公民館畏

1 スポーツ、レクリエーシヨン活動を通し、新

旧住民の融和を図る乙とにより公民館活動の活

性化に努めた。

2. 子ども会、婦人会、老人クラブ等と協力し、

地域ぐるみの環境美化活動や明るい地域づくり

に尽力した。

渋回辰巳

筑紫野市

針摺公民館長

1 公民館運営の基礎づくり、各種団体との連携

等組織改革に取り組み地域住民に親しまれる公

民館づくりに尽力した功績は大きい。

2. 市小地区公民館連絡協議会の役員として、自

治公民館活動の娠輿に貢献した。

冨 吉 袈 裟 雄

大野減市

弁口公民館長

1. 53年度公民館改築にあたっては、住民の意見

・要望を基にした施設づくりに尽力した。

2. 地域に根ざした公民館活動の推進に成果をあ

げた。

黒瀬園義

水巻町

頃家北区公民館畏

l 地区子ども会ジュニアリーダーの養成を積極

的に行い、体系化させた。

2 高齢者を対象に教養講座、軽スポーツ等を開

設し、高齢者の生きがいづくりに努めた。

3 町・郡内の社会教育関係の役員として、幅広

く活躍し業績を納めた。

木胤久夫

香春町

採鋼所町公民館長

1. スポーツの指導を通して、青少年の健全育成

に尽力した。

2 町内48公民館対抗駅伝大会や公民館役員の研

修会を実施するなど公民館活動の振興に尽力し

多大な業績を納めた。
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平成3年度優良公民館表彰一覧

種別 番号 市郡名 公民館名 所 在 地 館長名
施

敷地面積

d 

干805

北九州市 枝光北公民館
北九州市八幡東区大宮町

6 -1 
田中啓介 1，1 10 

阻 ω93)-661-2437 

干813

2 若宮公民館
福岡市東区若宮 3丁目

浦野 茂
27 -1 1，132 

公

1R (092)-662-5454 

トー一一一

立 干812

3 
ひ東がし住すみ吉よし 公民館 福岡市樽多区1尊多駅前

浦塚嶋雄
4丁目11-12

阻 (092)-431-1 27 1 

公 』一一一

〒810

4 福岡市 ム福〈は浜ま 公民館 福岡市中央区福浜 2丁目
蒲池感想E 545 

1-3 
民

1R (092)ー761-8060

館
〒815

5 三みや宅け 公民館 福岡市南区三宅2丁目
新飼 辰蔵 1.168 

25-42 

1Rω92)-541-1088 

干814

6 城南公民館
福岡市城南区茶山 6丁目

深 江 久 人 652 
21-5 

1R (092)-843-9418 
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設 状 況
設備の状況 推 薦 の 理 自

建物延面積 構 造 建築年月日

m' 
講堂 公民館を中心として、コミュニティ推進

木造 和 室 協議会議会を設立し、地域の各団体の連絡
570 

2階建
昭 39.2. 25 

調整及び援助等を行い、地域ぐるみの公民い乙いの部屋

調理室 館活動を展開している。

講堂 野外活動のキャンプスクールを主体とし

275 木造 sIl 5l. 4. 1 和 室 た系統的な青少年健全育成の取り組みが地

学習室 域ぐるみで行われている。

16ミリ映写機 市内でも都市化が最も著しい地域にあっ

鉄筋 ビデオ て、住民の融和とふるさと意識の醸成K積
280 

コンクリート
昭 27.l. 1 

暗幕 極的に取り組んでいる。特に青年学級の開

複写機 設は多大な成果をあげた。

講堂
高齢者の熟年カレッジの開設。スポーツ

鉄筋
和室(21

教室ではシルパータスポニを楽しみながら
285 昭 56.4.1 

2階建 仲間づくりを行う。中学生の劇団を結成す
学習室

る等ユニークな活動を展開。

講堂
コミュニティづくりと地域リーダの養成

及び諸団体・機関との連携を図りながら幅
293 鉄筋 昭 27.l. 1 和室

学習室
広い事業を展開し、地域活動の中核施設の

役割を果たしている。

講堂
公民館経営の基本に人権尊重をすえ各種

鉄筋
sIl 54. 9. 1 和室

研修会、学級・講座、体育・文化行事等を
290 

コンクリート 実施し、住民に親しまれる公民館事業に積
学習室

極的K取り組んでいる。
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平成3年度優良公民館表彰一覧

種別 番号 市郡名 公民館名 所 在 地 館長名
施

敷地面積

rr? 
干814-01

7 里?芥公民館
福岡市早良区野芥7丁目

23-20 
川口正 美 554 

阻 (092)-862-3119 

公 福岡市

干819

立 8 い今まじ宿ゅ〈 公民館
福岡市西区今宿1146 田村七郎 1，077 

m (092) -806-0242 

公

〒838

民 9 甘木市 や安すか川わ 公民館 甘木市大字下掛IJ737 才田泰弘 2.l 02 

m ω946) -22-20 1 7 

館

干818

1 0 筑紫 野市 山家地区公民館 筑紫野市大字山家4525-3 深町希彦 1，162 

mω92) -926-2809 

〒837

自 1 1 大牟田市
だ橘らぱ信

公民館 大牟田市大字橘685 鳥越康夫 958 

治
m (0944) -58-0888 

公

民 干830

1 2 久留 米市
み宮やノ じ陣ん 校区

久留米市宮ノ陣大企435 今村静夫 938 館 公民館

mω942) -33-2659 
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設 状 況
設備の状況 f佐 薦 の 理 自

建物延面積 穏造 建築年月日

rrl 

講堂
57年「野芥サミット Jを開催。 62年人権

鉄 筋
和 室

尊重推進協議会を設立する等明かるく住み
281 

2階建
昭 56.4. 1 

よい町づくりのために、公民館が重要な役
学習室

割を果たしている。

講堂 5年聞に1000世帯が糟加し農村から住宅

鉄 筋 平日 室 地』ζ変貌した地域の中で、公民館が住民の
332 

2階建
昭 27.1 

学習室 学習の場、交流の場、相談の場としてしっ

会議室 かりと位置づいている。

講堂・会議室 生涯学習推進のための学習ネットワーク

研修室 としてサークル活動の推進に努めている。
669 木造 昭 38.5. 31 

全世帯参加の体育・文化行事は地域の連帯調理実習室

展示室 と潤いを高めている。

和室 ・広間
公民館運営は、地区運営委員の意見を十

545 木造 日目45. 4 集会室
分反映した事業を実施している。

特に各種クボループの育成に努め、気軽に

調理室
利用できる場(館)となっている。

ホール
明るい町づくりをめざして各部会毎に住

1 1 1 木造 昭 27 和室(21
民の親睦を図る行事と文化 ・福祉活動が活

発に行われ、市内でも模範的な公民館であ
調理場

る。

大ホール 高齢者 ・婦人 ・人権学級等の学習活動を

鉄筋 図書室 展開。スポーツ活動を通して青少年の健全 | 

380 
2階建

昭 56.1 
育成に取り組むなど、重量かなまちづくりに会議室

調理室 努めている。
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種別 番号 市郡名 公民館名 所 在 1由 館長名
施

敷地面積

m' 

干826

1 3 田川 市 κ西しひ平ら松まっ 公民館 田川市平松町13-8 川述京次郎 340 

m (0947) -46-2642 

自

干833

1 4 筑後市 二にほ本ん松まつ公民館 筑後市大字山/井 497 平井広好 1，957 

治 m (0942) -52-7345 

〒831
つつみ

公 1 5 大 川市 提 公民館 大川市大字津 756-2 志岐定昭 306 

mω944) -86-4918 

民
干838-01

1 6 小郡市 松まつ崎ぎき 公民館 小郡市松崎 752-1 中原音作 836 

館

〒816

1 7 大野城市 上筒井公民館 大野城市筒井 3-8-1 古賀龍渓 500 

阻 (092)ー 571-4116

－ 16 －



設 状 況
設備の状況 推 薦 の 理 由

建物延面積 構造 建築年月日

d 

ホール 「ふれあいのある地域」をめざした活動

木造 昭 61.3. 30 和室
一区民ふれあい夏のタベ、世代間交流運動

132 
会等ーが実施され、住民の融和と連帯がよ

調理室 く図られている。

大学習室
施設・設備が完備し地域づくりのセンタ

鉄骨 中学習室 ーとして住民の利用度が高い。
274 

平屋建
昭 62.3. 8 

特に子ども文庫活動が活発で青少年健全小学習室

調理室
育成に役立っている。

調理室
農業と木工業のまちで、伝統的な行事が

小研修室(1) 引き継がれ、特に風流(歌詞や踊り)は江
104 木造 昭 51.5. 20 

戸時代から続き住民一体となった公民館行大研修室(1)

ホール
事となっている。

ホール 63年 3行政区が統合し、現在の公民館活

木 造 大 12 和室(2 ) 
動が始まった。青少年健全育成、環境美化、

339 
体育 ・文化活動等幅広く取り組み実績をあ

調理室 げている。

学習室
住民の融和と協調を図るため、体育活動、

鉄筋 集会室 花いっぱい運動、 地域貸出文庫活動、食生
606 

2階建
昭 49.3.25

活改善教室等活発な活動が展開され成果を実習室

和室
あげている。
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記念講演---

「地域に根ざした公民館活動活性化への提言」

文部省社会教育官

〔略歴〕

昭和 17年北海道留別蕊町生まれ

41年法政大学社会学部卒

41年北海道置戸(お貯と)町教育委員会

坂本

社会教育主事、公民館主事などを経験

50年北海道教育委員会社会教育主事

登氏

57年国立社会教育研修所 f現・国立教育会館社会教育研修所)

専門職員、主任専門職員、研修指導主事などを経験

62年同教務研修課長

平成 3年文部省生涯学習局社会教育官

〔主な著書〕

「ボランテイアリーダー必携J(共著)1981・昭和56年，北海道社会教育協会

「成人学校のプログラムJ1986'昭和61年，教友社

「社会教育の計画とプログラムJ(共著)1987・昭和62年，全日本社会教育連合会

「学習プログラムの技法J(共著)1988・昭和63年，実務教育出版社

「社会教育の団体と行政J1988・昭和63年，日常出版社

「公民館活性化への途J(編著)1988・昭和63年，日常出版社

「生涯学習促進の方法J(共著)1989年・平成元年，第一法規

「現代公民館全書J(編著)1989年・平成元年，東京書籍

「青少年の地域参加J(共著)1989年・平成元年，ぎょうせい
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分科会事例発表要旨



信

弘

位

孝

隆
善
士
口

村

丸

井

松

今

士

口

藤

本

第 1分科会|

学習機会提供の拠点としての公民館のあり方を考える

.学習機会提供の拡充のあり方について

-魅力ある学習プログラム開発のあ り方について

県教育庁指導第二部社会教育課社会教育主事

県教育庁北筑後教育事務所主任社会教育主事

宮田町中央公民館 主事

直方市中央公民館主事

学習機会の提供と公民館

助 言者

司会者

記録者

会場責任者

マテの議

|
|
|
討

公民館移動図 書館車を開設して

朝倉町公民館主事 本 園 治 作

で子ども、親達か ら 「町に図書館があった

らJr動く図書館が欲ししづの声が出る。

町公民館として図書館、読書について研究

し、移動図書館車の視察見学等を実施。

0平成元年度一一公民館移動図書館車購入決

定。車種(型式、構造)、車の愛称募集、

車体のデザイン(おひさまのイメージ¢絵)

の選定。既存の図書整理、新刊図書購入、

公民館移動図書館運営委員会の設置。親子

読書教室と公民館職員で作業。平成元年 8

月18日開館式。巡回個所(ステーション)

4ケ所、旧村単位で実施。利用者は 2，322

人、貸出冊数 5，508冊、公民館図書蔵書3，928

冊からスタート。積載冊数約1，200冊程度。

O平成 2年度一4ステーションから 8ステ

ーションt[0 幼稚園の広場と自治公民館広

場を拠点。利用者 3.541人、貸出冊数 10.579

冊。(幼稚園 3、自治公民館 4、診療所 D

子育てふれあい読書まつりの実施。

0平成 3年度一ステーション11ケ所に。自

治公民館広場 2、保育所 l、公民館図書専

用袋製作配布。図書サービス関係者として、

ステーションでの地域協力者(貸出、返本

1 はじめに

本町は福岡県の中部筑紫平野の東北隅に位

置する町。人口 1L 50 0人(平成 3年 4月現

在)、面積 34.56平方キロメ ートル。

昭和 37年町制。町の南西部は筑紫平野、北

東部は三群山地の山々からなる農村地帯。須

川の橘の広庭宮跡(朝倉宮跡)、恵蘇宿の木

の丸殿など斉明、天智両天皇にゆかりの史跡

のほか、当町のシンボルである三連水車群(

国史跡指定)など数多くの名所旧跡がある。

生涯学習は、本来人々の自発性に基づいて、

自分の意思で自分の求めるものを、自分にあ

った方法で自由に求めていくものとされてい

る。乙のねらいを実践できるものの一つに図

書館活動が役割を果たすのではなかろうかと

いうことで本事業を実施。

2 活動の内容

公民館移動図書館車 「おひさま号」のあ

ゆみ

0昭和60年度 公民館で親子読書教室開設

O昭和63年度読書教室の母親が各区自治

公民館で読書サービス(おはなし会、紙芝

居、パネルシアタ一等)の実施。そんな中
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作業) 3~4 名。おはなし会、紙芝居等読

書サービスを親子読書教室の方々が実施。

運転手は主に公民館職員が行う。

3. 活動を通しての成果

各ステーションが、ふれあいの場になっ

ている。親達は教育問題を、子ども遥は遊

びならが、おはなし会、紙芝居を楽しみに

している。生涯学習のキッカケとなり、公

民館活動が理解される。又公民館職員と町

民のふれあいがより深まり、環境、教育問

題等相談事業もお乙り、より親密になる。町

公民館図書の貸出も増加し町民から新しい

情報が入る。各学校図書室が活気づき、又、

図書館、公民館の一層の充実が要求されて

くる。

4. 今後の課題

今後ますます巡回希望地区が、子どもを

持った親達から出される乙とが予怨される。

乙の対応策を考える乙とが急務と思われる。

具体的には、移動図書館車 「おひさま号 2

号車」をという案もあるが、今の公民館職

員ではできそうもなl'oそうでなくても、

職員は疲れている。又、図書サービスする

上で、専門知識も必要である。誰も司書資

格は持たなt.'0 今まで、順調にいけたのは

各ステーションでの母親達の強力な助けが

あったためと、 読書グループの fl、っか町

に図書館が建つ」という思いが移動図書館

車を動かしたものと感謝している。公民館

職員がt.、くら頑張 っても地域の人々と結び

あっての公民館でなければ、公民館活動は

拡充しないのではないだろうか。

魅力ある学習プログラムと 施設づくりについて

北九州市立尾倉公民館長 伊熊 孝

1. はじめに

(1) 地域の概要

尾倉公民館は、かつて、我が国の四大工

業地得の一つ、北九州工業地帯として、壮

大なパワーを誇った「鉄の都 ・八幡Jの中

心部にあり、北方~[新日本製鉄八幡製鉄所

等の工場群、南方~[は帆柱・皿倉の緑豊か

な連峰を望むt自にある。

現在では、人口 13.636人、世帯数5.203

往年の賑わいもなく 、年長者の多く住む、

静かな住宅街(一部は、昔ながらの商庖街)

とな っている。

(2) 社会的背景

昨今の我が国は、国際化・高度情報化 ・

高齢化さらには、 「生涯学習j社会へと大

きく変化しており、乙れらにともない、市

民ニーズの多様化・高度化 ・個性化などと

いった新たな局面を迎えている。

公民館は、乙れまでにクラブ活動を中心

~[ 、春・秋の講座、家庭教育学級など地域

のコミュニテイ活動の中心的施設として、

大きな役割を果たしてきたが、利用者数、

参加者の固定化、活動の低迷など、運営や

活動~[マンネリ化傾向等、 数多くの問題が

見られる。

今、乙れら多くの課題を解決していくた

めには、それぞれの公民館が、現在の活動

・運営等の総合的な見直しを行い、 一公民
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館の活性化 ・イメージアァプ を積極的に

図り、さらに、地域の特性を十分に生かし

た事業の展開をすすめて、真に地域コミュ

ニティ活動や生涯学習の拠点として、 il、

きいきとした魅力あふれる公民館づくりを

めざして」し、く乙とが最も重要であると考

える。

2. 活動の内容(事業の取り組み)

平成 2年度より、尾倉公民館の活性化と

時代K対応した新しいイメージを創出する

ため、次のような目標・理念や運営方針を

定め、従来のかたちゃ内容にとらわれない

多彩でユニーク、個性的で魅力あふれる内

容で、積極的な公民館運営に取り組んだ。

・ 基本理念

<尾倉公民館は、ゆたかで、いきいき

とした新しいライフスタイルを提案する

地域の総合文化センターをめざします。>

地域の活性化を担い、市民の期待に応

える尾倉公民館へと変貌していくために

はどのような施設・公民館をつくってい

くか。

社会の急激な進行犯適切に対応し、地

域住民の"いきいきとした新しい生活 ・

人生へのアプローチ"を積極的にすすめ、

地域にひらかれた 「情報発信基地」とし

ての総合文化センターをめざす。

・ 運営方針

地域の要望 ・期待は何なのか。地域の

要望・期待を的確に把握し、それをL、か

に選択し、実現していくかを真剣に考え

ていくことが巌も重要である。

運営方針~L基づき 、 時代や環境の変化

を先取りし、ライフスタイルの提案とい

った壮大な目標に向かつて、総合的・合

理的な施策を積極的に展開して{，、く。

【重点目標と主な施策 】

重点目標を定め、それに基づく施策及び

具体的事業を計画、その積極的な実施に努

めた。

(1) 事業内容

明生涯学習の推進

新時代にマッチした、多彩でユニー

ク、さらに一流の講師障による個性的

で魅力あふれる内容で各種事業を実施

した。

・ 平成 2年度秋の公民館講座として、

も っと男らしくしたか ~L.、もっと

女らしくしなやかに・ 1 とそれぞれ、

男性専科 「男の倶楽部」、女性専科

「ミズ尾倉」、男女セットで、各講

座8日間、延16日間、定員30人で募

集、現代社会にマッチした多彩でユ

ニークな一流の講師障を招き、話題

性 ~L富んだ講座を開催した。

平成 3年度の 「春の公民館講座」

において「男の倶楽部PARTIIJ

<新しい男の人生、提案します>今、

話題の新作です。とさらに充実、一

新した内容で開催実施している。

・ 家庭教育の振興を図るため、小・中

学校の家庭教育学級の企画・運営に

あたり 、集う楽しさや学ぶよろこび

など、創意・工夫を凝らして、学級

活動の活性化を図った。

小学校 3校の合同事業として、芥

川賞作家"村田喜代子氏"による 『

秋の文化講演会 』 心ゆたかな人生

を読書でーを開催、約90名の参加者

が郷土の生んだ新進女流作家と 「人

生と読書」などについて、楽しくな

ごやかなひとときをすごした。

(イ)親しまれる公民館づくり

住民のニーズにマッチし、快適で、
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気軽に、楽しく利用でき る、文化の香

り高い、魅力あふれる公民館づくりを

めざして、施設全般にわたる環境美化

・整備等に地域ぐるみで、重点的に取

り組んだ、。・市民ロビーに大壁画を作製。和洋

折衷のゆったりとした憩いの場とし

て開放し、付随する図書コーナーの

充実をも図った。・玄関、アプローチ周辺の整備

自然石や竹を配置し"和風庭園"

や"坪庭 "を新設するなど、景観及

び風格づくりに努めた。・観葉植物・生花、約100鉢程度の

配置による、緑豊かでやさしく明る

い雰囲気づくりと、美観づくりに努

めた。

• B.G.Mを終日流し、文化の香

る雰囲気づくりを図った。・ドア等の案内表示をデザインカッ

ト文字により作製、近代的で斬新か

っ若々しいイメージの創出を図った。

(効 文化の薫るまちづくりの推進

住民参加による活力あふれる文化活

動の推進を図るため、従来のクラブ中

心の文化祭から子供会、老人会、学校

などの地域の多くの参加により 、地域

ぐるみのイベントとして多彩なプログ

ラムで開催した。

3 魅力ある学習及び施設づくりのプログラ

ムの作成にあたっての留意事項

(1) 学習プログラム

v? 時代や地域の要請・要望にそったタ

イムリーなものである乙と。

(イ)価値観やニーズの多様化に対応でき

るよう多品種メニューである乙と。

(分文化性が高く、良質の楽しい雰囲気

をもったものである乙と。

(J:)話題性LI:富んだ、好寄心をよぶもの

であること。

伸広報チラシのコピー<広告文>は、

高級感をもった、学習意欲をそそるも

のである乙と。

(2) 施設づくりプログラム

v? 近代的美観を創出するもの。

Lイ) 文化性が高く 、高級感のある、良質

の雰囲気を創出するもの。

(芳明るく 、快適で、さわやかなイメー

ジを創立するもの。

伺 ソフトで、楽しい雰囲気づくりを創

出するもの。

制 公民館の、古い、野暮ったい等々の

イメージを刷新し、明るくあたらしい

イメージを創出するもの。。学習及び施設づくりプログラムの作成区

あたっては、以上の事項に留意し、童Ij意・

工夫を凝らし、多くの人々にある種の感動

が得られる高品質で価値ある独創的で楽し

いものを創造でき るよう充分研究する。

4. 評価・成果

(1) 学習プログラム

v?平成 2年度の 「秋の公民館議座J
「男の倶楽部」、 「ミズ尾倉」は、定

員各30人で募集を行ったが、好評につ

き、受講生は、最終的LI:54人と46人と

なり 、受講生にも大いに評価を受け、

次年度の事業として、計画・実施の要

望が強かった。

(イ)平成 3年度の 「春の公民館講座」に

おける「男の倶楽部 P A R T rrJは、

当初30人の定員K対し、現在84人の受

講生となっている。

現代社会にマッチした、多彩でユニ

ーク、一流の講師障により、大いに話
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題を呼び、テレビ ・新聞 ・ラジオにも

大きく報道された。

(効他の事業についても、地域tl:根ざし

た、多彩でユニークな内容で実施し、

好評を得た。

(2) 施設づくりプログラム

(Jう館全体の環境美化事業によって、全

館が明るく 、快適で、さわやかな、文

化の香り高い、高級感の漂う雰囲気を

創出できた O

Lイ)緑や花でイメージアップを図り、ソ

フトで、近代的な美観を創出する乙と

ができた。

(労市民ロビーのシ ョーウインド化等に

より、多くの利用者、来館者をはじめ、

地域の人々に、一層親しまれるように

なった。

(I) 地域ぐるみの取り組みによ って、地

域との一体感が醸成された。。学習及び施設づくりとともに、従来の公

民館の古いイメージを一新し、明るい、新

い，、イメージを創出することにより 「魅力

ある公民館づくり」が大幅に推進でき、地

域住民の、高い評価を得る乙とができた。

4 今後の課題と展望

今後は、乙れまでの成果と経験をもとに

『地域の特徴及び学習ニーズ 』を生かしな

がら、新しい時代をめざして「文化 ・自然

・健康」をキーワードとして、幅広い層の

人々が"楽しく・学び ・ふれあう ・<個性

的で魅力あふれる公民館づくり>をめざし

て地域住民と一体となった真剣な取り組み

を積極的にすすめていきたい。
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|第2分科会|学習情報の提供と 公民館

討議のテーマ 学習情報提供 ・学習相談の拠点、としての公民館のあり方を考える

-学習情報の効果的な収集と提供のあり方について

-学習相談事業のあり方について

助 言 者 県立社会教育総合センタ ー副所長 小里子敏弘

司 .6. 者 県教育庁南筑後教育事務所主任社会教育主事 河 野 博 繍= 
記 録 者 鞍手町中央公民館社会教育指導員 二 羽 浩

会 場責任者 鞍手町中央公民館社会教育指導員 篠原 道久

学習情報提供と 公 民 館

津屋崎町中央公民館長 後藤 申吾

はじめに

今、社会は科学技術の進歩、国際化、情報

化、更に長寿社会へと急激に変化してきてい

る。乙の変化の中で町民の価値観は 「物」か

ら「心」へと大きく変わり、うるおい、やすら

ぎ、という心の豊さや、温かみのある地域社

会を創ろうとする気運が高まってきた。

乙のような中にあって、まちと町民に与え

られた課題は、本町独立の文化、風土を生かし

た魅力あるまちづくりであり 、本町で生れ育

った乙とを誇りに思い、住んでよかったとい

う町づくりを実現する乙とである。

乙のため、本町はまちの将来像として 「心

のふるさと、つやざきまちJの創造を、まち

づくりの目擦にかかげ今日まで歩んできてい

る。乙う した乙とからまちの将来像を生涯学

習の基本構想の中心f核)にすえている。

1. 津屋崎町の概要

津屋崎町は九州の北端、福岡、北九州両

政令都市のほぼ中間に位置し、玄海灘Lζ面

しており宗像市、福間町、玄海町に隣接し

緑り豊かな町である。

東西印刷、南北 10.3Kmの南北t[細長い

町で面積は 23.28凶町全域の約2.5%が山林

です。人口は約 13.000人の小さな町で昭

和 31年t[玄海固定公園に指定され風光明

婦な自然景観を形成している。

2. 生涯学習の取り組み。

津屋崎町は文部省から平成 2年度 「生涯

学習モデル町」として指定を受けた。

① 住民意識調査実施

町民20才以上1.00略を対象に男女別、年

齢跡地槻リのアンケート調査を実施 した。

② 生涯学習ガイドブック作成、各戸配布

済

③ 生涯学習ハンドブック作成、各戸配布

済

④ 生涯学習町づくり、基本構想策定

(学びあう町、つやざき)

3. 夢、白いキャンパス

毎年、年の初めに白いキャンパスt[夢を

描く。今年の公民館講座の構図は如何にす

るか。町民のニーズに答える色彩はどんな

色にするか。 PR方法は、と構想を検討し

より良きものに仕上げ、、情報提供と魅力あ

る夢の実現を推進する乙とに務めている。
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4.公民館講座募集要項ー各戸配布

町民大学、婦人大学、青壮年大学、古典

大学講座(万葉集)英会話教室については

毎年 3月中旬までに l年分の日程、学習方

法、講座内容、講師名を学習情報の提供と

して公報により各戸配布を行 っている。

乙れは町民の学習意欲を喚起し自分に適

した講座を選択出来るようにするためであ

る。各大学は毎年テーマを設定し変化を持

たせている。全体的に受講生は年々増加し

ているが青壮年大学だけは未だ定員に満た

ない。今後の大きな課題である。運営方法

は自主運営を目指しているが現在のと乙ろ

婦人大学のみ完全自主運営で行っている。

5 平成2年から移動図書館「しおさい号」

を運行。

津屋崎町では生涯学習事業の推進をして

おり 、公共図書館を「生涯学習を進めるう

えで最も基本的な施設jとして位置づけ図

書館活動の充実をはかつている。

乙の図書活動をより充実するため、幼児

からお年寄まで、だれにでも利用出来る移

動図書館を毎週 2日、水、土曜日、運行時

間 9時30分から15時30分まで町内17ステー

ションに運行している。乙の運行と公民館

図書室の運営はボランテイア男性12名、女

性51名布絵本製作 7名計70名で組織してい

る。各地区ステーションに貸し出し返却補

助員として 2名の参加をお願いしている。

本の貸し出し冊数も上昇しており喜ばし

L、傾向を示している。

6.人材銀行(カメリアパンク〉登録者募集

本町では生涯学習の一環として「生涯学

習人材銀行[カメリアパンク)登録制度を

設け要請に応じて、町民の学習や活動を援

助する乙とにしている。

この制度はボランテイア的な意味も含ん

でいる。

7. おわりに

① 公民館は町民の心の中心的役割をはた

さなければならな ~\o

② 公民館には、ふれあいがあり 、楽しい

と乙ろでありたい。

③ 公民館だけが立派でも心の乙もった運

営がなければ公民館とはいえない。

学習相談事業のあり方を求めて

矢部村中央公民館長 大 淵和 夫

Oはじめに ~サパイパル矢部~

奥八女の地矢部村は福岡県南東端、有明海

にそそぐ矢部川の源流、東は豊後、南は肥後

とのくに境、も っとも空気の清澄度を持つ山

里である。県下で一番天にちかい釈迦、御前

の山頂から四季の風を呼び、風は山峡をぬっ

て渓流の音にとけ、シャクナゲ、ドウダンツ

ツジの花影tc:悠々の時をつつむ。森に漂う狭

霧の中tc:ときとして古代八女津媛の華麗な容

姿、中世期南後後征西将軍宮の哀史があぶり

絵のように浮かぶ村だちでもあるが、今、グ

ローパルな視点から21世紀の近未来をいかに

クリエートするか、とっておきの風光、自然

をあたたかく守り、さ らに新たな躍動をくわ

えようと、村は福祉、 交流、生涯学習の推進

を基調にした f21世紀にむけて、みどり豊か
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な人情風土の矢部村を創る」ように努めてい

る。

1. 情報発信墓地としての中央公民館の機能

の検討

(1) 人的ネット ワークの構成

一村を考えるシンポジウムー

世u学智雌進会議
推進畳民

4 

巨三n~1 1 '1'*""亘~I豆ffi!1'i'i''1l fi l

ア、産業、文化、 教育の各面における新

鋭リーダーを発掘、それぞれの課題に

積極的に対応できるリーダーを発掘、

養成につとめている。乙のメンパーが

情報発信者となったり、住民の学習要

求の相談者となるよう Kネッ トワーク

を整備しつつある。

(2) 自ら学習意欲を充足させ得る中央公民

館内の学習環境整備

ア、新聞(朝日、毎日、読売、日経、サ

ンケイなどの中央紙はじめ地方紙)

O公民館のロビーに整備し、販をとお

してほしい記事には朱をいれておく

(ちょっと公民館に立寄れば、どの

新聞でも読めるようにー)

イ、各団体活動状況のビデオを整備する。

(各団体、学校などの活動を相互理

解できるよう11::- )

液晶ビジョンによって映写

ヤベ、オアシス、シアターとの連携

ウ、研修旅行出張者のおみやげコーナー

-青年の船や、ブラジ/レ農場体験者の

写真、絵ハガキ、 当地の状況を紹介

するコーナーを設定し、村民の活動状

況を認識する。

エ、 郷土の歴史地理への認識を深める掲

示板の整備

オ、図書室通信 「ホタルjの刊行

2. 目標(T)計画 (p)実践(0)評価

(S)のサイクルをとおした公民館の経営

・少人数の教育委員会、公民館の職員構成

では、各自の職務を核児、連帯協働して

いくような有機性を持つ乙とがもっと肝

要である。そのためには、事業活動に対

する共通理解が前提条件となる。

・本村の中央公民館における学習相談事業

については、現在までにもっとも成果を

あげたと考えられるのは、図書室におけ

る読書相談である。司書の熱心な研修に

よって、図書室経営が常に小さな目標と

はいえ、その達成のために計画的に整備

されていったからである。

・今年度は図書室通信 「ホタ/レJの発刊に

よってさらに幅が拡大するものと期待し

ている。

3. 今後の課題

(1) 生涯学習の村づくりには、生き甲斐を

持ち、常に内面的な心の充実を図るよう

に学習内容(各種研修講演会や学習講酪

を見なおし、村民のニーズtl:対応した方

法、場を設定する乙と。

(2) 中央公民館内における学習教材を効果

的に整備する乙と。

※サービスに専念できる職員の少ない公

民館では、村民が自分で課題解決ができ

るように情報資料を常に新しく整備して

おく。

(3) 年間活動を評価反省し、記録を必ずま

とめる乙と。ともすれば事業成果につい

ての評価が怠りがちとなっている。
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0むすび

中央公民館は、広く情報を収集し、村民の

より心情豊かに精神生活が拡充できる窓口

でありたい。
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|第3分科会|学習集団の育成 と公 民館

討議のテーマ 学習活動を結ぶ拠点としての公民館のあり方を考える

-学習団体 ・グループの育成と援助のあり方について

-学習団体を結ぶ連絡・調整のあり方について

助 言 者 元県立英彦山青年の家所長 原因 修次

司 42』3E 者 県教育庁筑豊教育事務所主任社会教育主事 谷口 英司

記 録 者 若宮町中央公民館館長 有国 東彦

会場責 任者 若宮町中央公民館公民館係長 山本 和子

学習団体・ グルー プ の 育 成 と援助の あ り 方 に つ い て

桂川町教育委員会社会教育主事 伊藤秀 一

1 はじめに

桂川町の概要

本町の総面積は20.07kn1で福岡県のほぼ中央

児位置しています。桂川駅は JR篠栗線で博

多まで28分で結ばれ、毎日 1，5000人の通勤 ・

通学者でにぎわっていると乙ろです。人口は

14，604人(男6，919人・女7，685人)高齢者人口

は2，459人で、高齢化率は 16.8%となってい

る。本町は 「文化の薫り高い心豊かな桂川町

昭和63年度に高齢者ボランティア養成講座を

新設した。

3. 図書室ボランティア養成講座(平成元年度〉

平成 2年度に新しく住民センターが建設さ

れたが、町公民館は、そのまま存続し図書室

の整備充実を図る乙ととした。現在の図書室

は狭く 、蔵書も少ないし、広報活動もほとん

ど行っていないため、当然利用も少なかった。

養成講座も 2年自に入った昨年は、実践活

をモットーに町づくりを進めている。平成 動の段階を迎えていたので、本が好きな高齢

2年 4月17日に町制施行50周年を迎え、その 者を対象K講座を開設した。また、小学校 P

記念事業の一環として新庁舎の建設 ・文化の TAの影絵のサークルKも呼びかけ、一緒に

拠点としての住民センターの建設及び特別史 学習し、講座終了後にも会合を持ち 「貸出業

跡王塚古墳の特別公開等々 1年間を通しての 務」、 「環境整備J(ポスター貼紙作成等)

記念事業は30を数えたと乙ろである。 r絵本の読みきかせ」、 「図書整理Jと各人

2. 高齢者ボランティア養成講座(昭和63年度) 希望の業務と時間帯について話し合い、本年

桂川町では、高齢者を対象とした 「乙とぶ 度には図書室で活動できると乙ろまで発展し

き大学jを開設している。数ある講座の中で た。

も、受講者数 ・出席率は群を抜いている。学 図書費も平成2年度までは、 20万円であった

習プログラムは、一般教養を受講した後三つ が本年度からは100万円に増額となり、ボラン

の専門講座ごとに分かれ楽しんで学習してい テイア活動の援助と図書業務の充実から、今ま

る。今後の高齢者学習のあり方について検討 でおいていなかった司書を本年度から採用しで

した結果、もっと学習活動を広げる観点から いる。
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4. 文化財ボランティア養成講座(平成2年

度・ 3年度〉

現在装飾古墳の中で、国指定特別史跡は、

本町の王塚古墳と奈良県明日香村の高松塚古

墳の 2つだけである。昭和62年度を第一期工

事として始まった保存整備事業も終りに近づ

き、町制50周年記念事業の一環として、平成

2年11月には実に23年ぶりに、 7日間の特別

公開を行い、全国から約5，000人の考古学ファ

ンが、遠くは北海道から訪れた。また、本年

4月比は、 3日間の特別公開で、 4，000人を超

える見学者があった。

その時、大活躍していただいたのが文化財

ボランティア養成講座のメンパーである。

町内には、歴史に興味をもった高齢者が、

たくさんおられる乙とがわかり、桂川町の 「

宝」である 「王塚古墳」を中心とした町の歴

史を見直していただくような養成講座を、平

成 2年度(昨年)から実施した。昨年秋に特

別公開を実施したわけであるが、高齢者ボラ

ンテイアの皆さんは、王塚古境で 「受付係」

から 「案内係」、 「ビデオ放映係」、 「ドア

係」、パンフレット、絵ハガキ等の 「販売係J

そして一番肝心な 「説明係Jまでも担当して

いただき、町当局としても大変助かったと乙

ろである。特に、 「説明係」については、全

員が説明できるまでにはなっていないが、考

古学の先生の説明を何回も聞いているうちに、

その説明方法も覚え、交替で説明が出着るよ

うになった。

本年度も、同講座を実施していく中で、も

っともっと王塚古墳を中心とした郷土の歴史

を勉強したいという要望から 「郷土歴史学習

会J (仮称)発足へ向けて具体的な動きが始

っている。

5. 今後の課題

(1) 高齢者の生きがいを促進する事業の一つ

としてボランティア養成講座を実施した訳

であるが、大切な乙とは、ソフト面の 「活

動の援助Jとハード面の 「場の提供」では

ないだろと思っている。

いくら養成をしても、 「活動はどうぞど

自由花」では、活動も十分には発揮できな

いのではないだろうか。そ乙で、活動を支

援する公民館事業のあり方を考える必要が

ある。

ボランティア活動も積極的に展開してい

くとその領域が、行政の業務と一部重なる

部分ができるだろう。その場合、行政の枠

組みの中だけでボランテイア活動をとらえ

るのではなく 、ボランティアが円、つでも、

好きなときに、好きな活動ができるj乙と

に視点を置き、枠を取り払った状況の中で

十分活動できる条件整備に努力すべきであ

る。

(2) 乙の講座も、高齢者を対象にスター 卜し

たが、講座を進めていくうちに、図書示、ラ

ンティアについては若い人たちも徐々に増

え、楽しい雰囲気の中で・学習する乙とがで

きた。また、町内には 5つのボランティア

グループ(豊かな老後を考える会約200名、

すみれ会20人、手話の会20人、点訳の会15

人、あじさい会10人)がある。今までは、

サークル聞の連携・協力が十分ではなかっ

たが、最近サークノレ聞の連絡会議を持ち、

情報交換を行いながら、今後はお互いのボ

ランテイア活動を連携・協力していく方向

で話し合いが進んでいる。
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長尾公民館「青年学級」と地域との
かかわりについての公民館の役割

福岡市長尾公民館主事 市吉孝造

1. はじめに ついての交渉と世話など。

(1) 地域の概況 2. 長尾公民館「青年学級Jと地域との関連

ア.福岡市の中心部に近く、交通の便が良 (1)発 足

く、ビル化が進んできた住宅地帯である。 ア.昭 27.1. 1 公民館開設(市内初10駒

イ.5，108世帯、 12，635人(平成 2年度の国 イ.昭 45.5. 18 青年学級開設

勢調査による)

(2) 学習集団の姿

ア.31のサークルと国県補助の青年学級。

イ.市単独事業の高齢者教室。

ウ.公民館講座の婦人学級・同和教育研修

会・講演会・着付教室 ・おせち料理など。

エ.グランド利用のスポーツ教室・少年サ

ッカー・少年野球・子ども会ソフト・幼

稚園のサッカーなど。

オ.地域体育娠興事業tc基づくビーチパレ

ー・パドミントン・ママさんソフト・春

夏の青少年キャンプ・ママさんバレー・

壮年ソフト・老人親善ゲートボール・グ

ランドゴルフ・ペタンクなど。

(3) 連絡と調整の方法(時間と場所と考えか

ア.長尾公民館利用運営の手引きの活用

イ.年 5回のサークル代表者会の開催

ウ.サークル講座部屋割表の作成と掲示

エ.部屋別利用案内黒板の活用(玄関)

オ.f昔室予約事務の明確化によるトラブ/レ

の防止。

カ.地域体育振興事業に基づく各種スポー

ツtc対するパックアップ

キ.クリスマス子ども会・少年キャンプと

青年学級との連絡 ・調整

ク.高齢者教室のスポーツ系での老人クラ

ブと体育振興会とのタイアップ

ケ.長尾小体育館及び友泉中体育館利用に

領 域 男ω女ω計ω年回数

Oフォークスクール 13 10 23 45 

Oキャンプスクール 18 16 34 109 

O合同青年学級 31 26 57 16 

平成 2年度実績 (計 170回)

ウ.福岡市公民館「青年学級」の制度

O振興j去に基づいて設定された目的によ

り、 l学級30人以上で、年間100時間以

上学習し、開設期間 1年以上の継続事業

である乙と。年間予算は、 60万円である。

(2) 具体的活動内容

ア.公民館をペースにしている活動

O合同青年学級

一般教養を高めるために、大学教授等

を招いて講義を受ける。また、茶道・

アマチユア無線など実技を磨く乙とも。

Oキャンプ・スクール

糸島郡前原町瑞梅寺山の家で、 3t白4

日のアドベンチャー少年キャンプを実

施し、青少年の心身の成長を促進した。

O フオーク・スクール

フォークソング・フォークギターで音

楽を楽しむ。

イ.高校生中心のジュニアリーダー組織を

作り、自主的な活動ができるようにした。

ウ.子供会活動に積極的に協力している。
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エ.ハイキング・サイクリング等楽しい乙

とは何でもやってみよう精神でやる。

(3) 公民館の役割l

ア.青年学級の指導と世話は、館長の指示

Lとより主事が直接行っている。特に少年

キャンプの場合は、小・中学校や保護者

への対応にも意を用いている。

イ.文化祭の前後には、サークル代表者と

の聞をとりもち、準備・当日・後始末ま

で、支障のないよう取り計らっている。

ウ.子供会への指導者の派遣・助力や各種

団体との連絡・調整及び近隣住宅への配

慮など、細かい点まで気を配っている。

(4) 支持グループ 「ウハウハ長尾」の活動

ア.ヒューマンネットワークの拡大を図る。

イ.同調志向活動グループに協力する。

ウ.回覧版ウハウハ(新聞)を発行する。

エ.ジ、ユニアリーダ一組織を設定する。

オ.事務局 fアパートの l室借用)を設置

3. 評価と成果

(1) 各サークル間・主催事業・団体事業その

他の公民館利用は、今のと乙ろ順調である。

(2) グランド利用・館外活動も、現在のとこ

ろ良好な進み方をしている。

(3) 青少年では、縦社会の人間関係が成立し、

保護者U:喜ばれている。

Eヨ→|九月jイ -l→巨ヨ
憧れ 憧れ

(小 4~中2) 高校生)

4. 今後の課題

(1) 講座生・サークル会員等の増員の方法

(2) 館報を中心とした宣伝方法の改善

(3) スポーツ教室実施等による少年キャンプ

参加者の確保と親の理解の進展を図る乙と。

(4) 地域各種団体との今以上の交流と連絡・

調整の必要性が不可欠である乙と。
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!第4分科会| 学習 交流活動の推進と自治公民館

討議のテーマ 学習 ・交流の場としての自治公民館のあり方を考える

-地域住民の学習活動を推進する自治公民館のあり方について

-地域住民の交流を推進する自治公民館のあり方について

助 言 者 純真女子短期大学教授 川 原家治

司 42』3Z 者 県教育庁京築教育事務所主任社会教育主事 上 回 初 利

記 録 者 小竹町中央公民館係長 青 野 幸 徳

会場責任者 直方市中央公民館主事 草野松照

「地 域住民の学習活動を推進 す る
自治 公 民館のあ り方 に つい て J

田川市下伊田西公民館長 山 本守雄

1 はじめに

あなたの自の前に重たい荷物を持って立っ

ているお年寄りがいる。あなただったらどう

するだろうか。きっと「どうぞお座り下さし¥j

と席を立つで、あろう。そんな素直な自然に出

る心、それがボランティアである。わたしの

まづ、地域の実態をきめ細かく知っておく

必要が大切な乙とだとかんがえる。公民館に

は代々地域の実態白書があるが、年度始めに

修正をしていまる。

地域の実態白書(平成 3年度)

・世帯数 124世帯

心の中から自然に沸き出る温かい心、それは ・住民数 372名

言葉でもなく文字でもない。そこにあるのが ・幼児(小学生以下) 1 1名

公民館だとかんがえる。.小、中学生 49名

田川市それは旧産炭地からの脱皮をはかり、

新しい緑の工業都市をめざして六万市民あげ

てがんばっている町である。私達下伊団地区は

苦からの農業地域であるが、炭鉱鉱害による田

畑の陥没の傷跡のため、農作物の生産もまま

にならない現状です。したがって地域の農家

の人は日雇労働で生計を維持している現状で

あふそんな地域ですから住民の80パーセント

ぐらいは先祖代々から住んでいる方がいた。

残りの20パーセントが外から移りすんできた

方々である。世帯数は124世帯、 374名である。

2. 学習活動を展開するために。

tn地域の白書づくり

-青年 f高校生を含む) 23名

・高齢者 (65才以上) 71名

・育、壮年 218名

(イ) 学習を系統イじするための団体組織づく

り

なによりも、学習を組織し系統化するため

には住民の 「ねがい」や地域、家庭の課題を

堀り起乙し、明らかにする乙とが原点だと考

える。そのために団体別の会議などで汲み上

げる乙とが大変大切な要素であると思い、地

域内の既存の団体を含め、新しく下記の団体

を組織化した。
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地域内の団体と内容

-老人クラブ 会員数 37名

-子供会育成会 会員数 33名

-若竹会〔青壮年) 会員数 35名

-若妻会 会員数 22名

-わくど会(未亡人) 会員数 17名

-独居家庭 5名

-子供会(小33 中16) 49名

3. 活動の内容

v1老人クラブの主な活動と学習

-会員相互の親睦を図る活動と学習

.健康管理のためのゲートボール他

.社会奉仕のための地域の清掃

-子供会、若妻会との交流(会食会)

.若竹会との交流と合同学習会

Lイ)子供会育成会の主な活動と学習

・子供会育成の事業の参加

-会員相互の親陸会

.青少年育成の家庭教育講座

(効若竹会の活動と学習

・会員相互の親睦と情報交換

.独居老人家庭への訪問活動

.独居老人家庭の奉仕活動

・地域の年間行事の主体的とりくみ

.地域課題解決のための学習

w若妻会の活動と学習

-定期的な会合で会員の親睦

-子育て学習会、青少年問題学習

.健康と美貌のユニーク体操

・わくど会との交流と学習

-独居老人へのかかわり(会食など)

附わくど会の活動と学習

・会員相互の親睦

・公民館の清掃活動

・カラオケでの歌の練習

初) 子供会の活動と学習

・毎週水曜日の 「わかば学級」開設

-地域の文化の掘り起乙しと聞き書き

・地域の歴史を残す 「かみ芝居」の製作

.年間行事への計画と参加

-空カン捨い登校の実施

以上が各団体が主催するおもな行事と学習活

動である。

4 評価と成果

みんなの台所であり、誰でも、いつでも集

って話し合いができ、そ乙から自主的な学習

や活動がはじまる。そのために組織化した各

団体は、自ら地域をよくしてい乙うという意

欲が見え始めたのは大変よろ乙ばしいことだ

と思う。また、地域住民全体での学習や行事

も大切Kしていきたいと思う。このような学

習や行事をとうして、いま私達の地域はかわ

りつつあると信じている。

5. 今後の課題と方向性

田川市に自治公民館が生まれて40余年、激

動の時代を経て、いま21世紀を展望した新し

い 「町づくり」を創造する公民館の在り方が

問われるようになった。急激に変化する時代、

私たちは、いま先人の足跡に学び、地域の現

状をただしく認識し、発想の転換、充実につ

とめ行動力をもって実践する乙とが何より肝

要だと考える。私達の地域公民館は、いまま

で作り上げて来た既存の団体のニーズを基底

に据えて、誰もが住んでいてよかったと思う

ような地域作りを進めたいと思う。そのよう

な生涯学習時代に対応できる公民館活動の本

年度の目標は、高齢者の福祉と人権を大切に

よる地域をめざして、学習や活動を展開して

いきたいと考えている。
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苅田町今古賀コミュニテイセ ンタ ー

の現 況に つい て

苅田町今古賀コミュニテイセンタ一 三宅 問

私が居住している今古賀団地は、苅田町土 便所を有す。

地開発公社が造成した新興住宅地で、宅地の 3 乙のセンターは公圏内の建物であり、あ

分譲区画数は310区画、そのうち現在の建築居 たかも学校における校舎と運動場の様な位

住戸数は255戸である。

居住者は比較的若年層が多く、ほとんどが

サラリーマン家庭であり、地元出身の家庭は

全体の l割に満たない。

昭和55年に宅地の分譲が始まり、 56年の秋

に団地内の自治組織として「今古賀区」が発

足したが、ややもすれば新興住宅地にありが

ちな「地域の空洞化」にならない様児、区の

発足当初から「住民間の親睦 ・交流の促進」

をスローガンとして、 コ ミュニティづくり ~L

取り組んできた。

そして、昭和田年3月には福岡県モデルコ

ミュニティ地区の指定を受け、昭和60年度コ

ミュニティ助成金および区民全戸からの拠出

資金によって、団地内にコ ミュニティセンタ

ーを建設した。 (60年12月落成)

コミュニティ活動の推進には、適切な施設

と、それを運営する組織が必要であり、それ

~Lついて現状は概ね次のとおりである。

コミュニティセンターの概要

1. 敷地 (376m')は、団地内公園の一隅を苅

岡町から無償借用している。

2. 建物(鉄骨 2階建、延べ416m')の主な施

設は次のとおり。

(1) 会議兼研修室 (37m') 

(2) 和室 (8畳・ 10畳の 2部屋つづ、き)

(3) 調理室 (34m')

(4) コピー印刷室 (8m') 

(5) レクリェーションホール (150m') 

(6) 他に、玄関・階段室、放送室、倉庫、

置関係にあって、乙乙ではグランド(少年

ソフトボール程度は充分やれる)付きのコ

ミュニティセンターであると申し上げてお

く。

コ ミュニテイセンターの運営は、次 ~L述

べる 「区会」および、「コミュニティ協議会j

の各役員と、子ども会育成会、婦人会、老

友会の各会長とで精成された運営委員会が

それに当たっている。

乙乙で 「区会」とは一般的な自治組織で

あり、 「コミュニティ協議会Jは住民参加

によるコミュニティ行事の企画実施を担当

しており、区長(区会の代表者)が協議会

々長を兼任している。

コミュニテイセンターには専従の管理人

を置かず、利用者の責任(戸締り、火の用

心)において区民に開放している。又、区

外者から利用の申し込みに対しても、特別

な支障のない限りそれを認めている。

コミュニテイセンターの運営費は、区民

全戸から徴集した会費と、センター使用料

(区民が使用の場合は原則として無料)を

以ってそれに充当している。

次に、センターおよびグランドを根城とし

たコミュニティ活動の概況について述べる。

1 全戸に呼び掛けての全体的行事

環境美化(毎月 l回)、神幸祭 (4月)、

盆おどり大会 (8月)、運動会 (10月)、

芸能大会 (2月〕、文化サークル作品展示

会 (5月と11月)など四季折々の行事は、
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いづれもセンターとグランドをフルに活用

し、団地を挙げての行事であり、区民相互

の触れ合いの場として非常に有意義である。

2. サークル活動、その他

囲碁、将棋、華道、花木、手芸、日舞、

民謡、社交ダンス、ジ.ャズダンス、健康体

操、卓球、コソレフ、バドミントン、ソフト

ボール、走ろう会の計15の自主サーク/レが

あり、その他に子ども会育成会、婦人会、

老友会等の組織別行事や、小グループ

の会合等、すべての日常活動は乙のセンタ

ーとグランドを用いて行われている。

なお乙乙で、コミ ュニティセンタ設備の

うち、 「コピー印刷機」がコミュニテイ活

動に大きく貢献していることを特に付言し

ておく。

しかしながら、私共の今古賀区も発足し

てから早くも10年を経ったが、コ ミュニテ

イ活動にマンネリの影が映りつつある。

区民にとって魅力あるテーマは何であろ

うか、限られた予算の範囲内でマンネリ化

の打破te色々と工夫を凝らしている次第で

あるが、何事もそんなに容易に運ばない。

昨今の多様化する価値感、主婦の社会進

出による余暇時間の減少、活動te対する一

部拒否反応、そして役員就任忌避の傾向な

ど、コミュニティ活動を進める上で色々な

問題がある。

これらの問題を乗り越えてゆく teは、

(1) コミュニティ情報を提供する努力によ

って、区民の関心を絶えず‘つなぎとめる

乙と。

(2) 住民参加を前提として、広く役割を分

担し合う協力体制をくずさないこと。

(3) そして何よりも、私共役員が腰くだけ

にならず、活動を継続する姿勢を明確に

する乙と。

等々、日常の地道で普通の乙との積み重ね

が、 コミュニティセンターの存在を意義あら

しめる結果につながるのではないだろうか。

「中身あ っての容れ物」とよく言われてい

るが、そのとおりだと考えている。
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l第 5分科会| 同和教育の推進と公民館

討議のテーマ 同和教育を推進する公民館のあり方を考える

-同和教育の学習計画と展開のあり方について

-同和問題解決のための啓発活動のあり方について

助 4百皇室』 者県教育庁指導第二部同和教育課指導主事 西 弘

司 42』2E 者 県教育庁福岡教育事務所主任社会教育主事 藤波紀彦

記 録 者中間市中央公民館主事 山崎淳子

会場責 任者 中間市中央公民館係長 工藤輝久

一人ひとりが大切にされる

地域づくり をめざして

那珂川町中央公民館長 内野秀範

1. 那珂川町の概要

福岡市の南部に位置し、町面積約74kn1の

75%が山林で、その中央部を那珂川が南北

に流れ、7.f<と緑にふさわしい町づくりを進

めている。

北部は約220ιωι及び土地区画整理事業に

よって都市化が急速に進んでおり、昭和31

年の町制施行時約9，000人の人口が現在、約

37，000人に増加している。また、新幹線博

多南線開通に伴い、今後さらに都市化が進

み、人口の増加が予想される。

中部は田園、南部は山林が広がっており、

大型団地造成以外にはその様相はほとんど

変わっておらず、人口の伸びも緩やかであ

る。

2. 区(自治)公民館の概要

(1)組織

37行政区に38の区公民館が組織され、

地域の実情に沿った独自の活動が区公民

館長を中心K展開されている。

昭和50年当初から区公民館組織が徐々

に拡充され、町公民館長会が結成され、

昭和57年に区公民館役員全員で区公民館

連絡協議会(以下公連協)が発展結成さ

れた。公連協結成以来、区公民館活動に

専門部体制IJ (総務、文化、成人、青少年

育成、体育、環境衛生、同和問題研修)

導入の行政指導を行っているが、完全な

ものとはなっていない。

(2) 区公民館同和問題研修部長設置の経過

一人ひとりが大切にされる公民館活動

の実践乙そが、差別のない明るい社会づ

くりへの基本であり、区公民館単位での

同和教育の推進が急務であるとの認識に

立ち、区公民館同和教育部の設置を公連

協との連携により推進した。

昭和60年度比 2館、 61年度には 9館』ζ

設置され、一部で研修会等が実施された

が、 「現実問題として、同和教育部長に

よる研修会等の実施は専門知識もなく不

可能に近く、まず自ら学習する乙とが先

決である」という意見が昭和62年度に公

連協から出され、部の名称も同和問題研

修部と改め、昭和63年度には14館、平成
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3年度には25館11::同和問題研修部が設置

されるに至った。

同和問題研修部長が設置されるに至った。

3. 中央公民館としての施策

平成 2年度比区公民館活動費補助金交付

規定の中に同和教育の推進という項目を盛

り込み、僅かではあるが補助金額の増額を

行った。乙れにより、区公民館の事業計画

に盛り込んでもらえるようになった。

研修部長設置について、社会教育課、同

和対策室とともに区長会を通じて依頼を行

うとともに、 「行政職員が自ら」の観点か

ら末設置区在住の行政職員への依頼を課長

会議等を通じて行った。

4 公連協における同和教育の取り組み

毎年公連協の重点目標の中花、同和教育

の推進を盛り込み、館長、同和問題研修部

長を中心花、公民館における同和教育の必

要性またその重要性を認識するための学習

を基本として裾え、同和問題を自らの問題

として各区公民館における同和問題研修会

等の設定をするための取り組みを行ってい

る。

・同和問題研修会

年間 5回(昭和62年度から実施)

.役員研修会

年間 l回(啓発強調月間の取り組み)

.町公民館大会

年間 l回

-その他館長、主事会等の各種会議での学

習

5. 区公民館における同和教育の取り組み

研修会開催が、平成元年度には 6区公民

館8回であったものが、平成 2年度では17

区公民館19固と急激に増加している。これ

は、補助規定の変更や公連協役員と連携を密

にした日常的な取り組みの成果と考えられる。

現在のと乙ろ、研修会は区公民館独自で

設定し、 「なぜ公民館での同和教育が必要

かJを柱に、テーマ、内容については、要

望も含めて行政と協議を行い、具体的運営

については、具体的運営については、社会

教育課を中心』ζ、行政側で行っている。

6 問題点

(1) 区公民館役員は、交替が多くカリ キュ

ラムの設定が難しい。

(2) 公民館によっては役員の人材が不足し

ている。

(3) 他の行事も含めて行事消化のための取

り組みになりがちである。

(4) 区役員や他の団体役員との連携が不十

分である。

(5) 他の公民館事業が優先されるケースが

多い。

(6) 地域啓発のための専門職員が不足して

し、る。

7 その解決に向けた今後の課題

(1) 公連協として

① 学校教育、家庭教育との結合

・自らの身近な問題と して人権問題を

テーマにした PTAとの懇談会や、

地域懇談会等の設定。

-社会教育関係団体との密接な連携。

② 事業のマンネリ化の脱却を図り 、役

員の意志が反映できる活動を実践する

ための人材育成。

-研修会、先進地視察や区公民館相互

のより綿密な交流。

③ 自主的な取り組みとしていくため他

の専門部ともに、同和問題研修部長会

を組織し機能させる。

(2) 区公民館として

① 同和教育を基本K据えた公民館事業

の実践
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② 区公民館役員どうしの人間関係をつ

くる。

③ 青少年育成に重点を置き、後継者、

人材の育成に努める。

④ 区役員等との連携をより密にする。

⑤ 単発ではなく、同和教育を定例的な

事業として位置付ける。

(3) 中央公民館として

① 行政内部や関係機関との連携を密に

し、町としての方向性や具体的進め方、

年度計画を明らかにする必要がある。

② 住民に参加意識をもってもらうた臥

本音の部分で論議できる場(研修会や

日常的な会合等)の設定を行う。

③ 地域における同和教育推進の拠点と

して、未設置区の研修部長設置を早急

に進める。

8. おわりに

区公民館同和問題研修会で、 「あんたた

ちが、それを言うから知らない者まで知っ

てしまおうがJ["あそ乙ばっかり良うなっ

て」という意見が大半を占めている。今ま

で、何度も行政主催の研修会に参加した人

からの意見が多し、。乙れは、同和問題が自

分の身近な問題としてとらえられてなく 、

研修会に参加させられたという、受け身の

体質にほかならない。また、その乙とが差

別であるという認識にまで到っていない。

いつでも、ど乙でも、だれでも、だれと

でも気軽に参加できる公民館活動を、日常

生活と結び付け、一人ひとりが大切にされ

る地域社会の実現に住民が目を向ける公民

館活動の実践とは何かが求められている。

公民館に4ずける「同和」教育の取り組み

小郡市教育委員会社会教育係長 野団員良

1. はじめに :小郡市の概況

小郡市は、福岡県の南部に位置し、人口

約4万8千人。交通の便利さで、福岡 ・久

留米両都市のベッドタウンとして、近年人

口が増加してきています。

小郡市では、かつて行政主催の「同和」

問題地域懇談会が取り組まれてきました。

しかし、校区の課題に沿った話のできる組

織を設置する必要性を感じ、小学校区に人

権啓発推進委員会を組織しました。

また、小郡市「同和J教育研究協議会も

結成以来10周年を迎えました。

2. 公民館における取り組み

小郡が本当に住みよい町になるためには、

市民の学習の場で、 「人権Jを尊重する資

質を倍うととも公民館の役目であると考え

ます。

サークル活動においては、サークル生に

対し、また講師tI:::対しでも、公民館が直接

「同和」教育について提起するととはあり

ませんでした。

「人権」教育や「同和J教育について消

極的な発言がきかれました。

公民館として、乙の乙とから以下の課題

を整理しました。

1 )公民館が、貸館的になり市民に対する

行政としての主体的な指導の場が少ない

のではないか。
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2 )職員自身が、差別を見抜く目をもっと

鋭くするべきではないか。

3. サークル講師会における「同和J教育研修

以上の状況を踏まえ、講師r[対する 「同

和教育研修は早急にすべきと、 「同和j教

育研修会を行いま した。

次Lζ、サークル開講式Lζサークル生r[対

し 「同和」問題学習の時聞を設定しま した。

4. 職員研修

差別を職員が見抜いてるのかが問われま

す。

そ乙で、職員で久留米藩の部落の歴史を

現地に学ぶ学習会を取り組みました。

また、日常的r[学級、講座において、人

権の視点を基礎に据える乙とを基本r[、取

り組むことを確認しています。

5. 婦人会における取組み

小郡市婦人会は、3年前まで、年に一度

のいわば 「義務的」な 「同和」教育研修の

姿がありま した。

1989年の開講式後、各校区とも、 「婦人

会活動と 『同和 』教育」というテーマで学

習を した後、人権を基本に据えた年間学習

計画を立てました。

さらに、今まで婦人会と しては各校区ご

とK、人権学習をしていたのですが、89年

度は支部でも初めて人権学習をもちました。

今まで 3年間の学習を踏まえ今年の婦人

会学習では、部落の歴史の実際に学ぶ、と

いう乙とで、部落差別に関わる有馬藩の政

策を、現地研修で学ぶようにしています。

年 1回は 「同和」教育を学習計画に入れ

ておくという形式的な点を克服し、「同和」

教育を学習の基本に据え、積極的に日常的

に 「同和j教育研修を提起していく乙とが

大切だと思います。

6 終わりに

中央公民館は市民と直接接するところで

あり 、普段着の市民の姿がそ乙に表われま

す。心の奥底にある、差別意識が、日常生活

の一場面でふと表面r[表われる乙とがあり

ます。

その場面を的確に捉えて、指導助言がで

きる職員の資質の向上と学習研修の強化が

今後の課題です。

市民の学習要求は、今後さ らに広まり、

専門化していきます。乙れからの 「生涯学

習社会」に向けて人的な体制充実も緊急課

題です。
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1 はじめに

今日、我が国では国際化、情報化、高齢化、所得水準の向上や自由時間の増大等

社会の急激な変化が進む中で、 21世紀に向かつて活力ある社会を築き、国民一人一

人が生涯にわたってうるおいと生きがいを持って充実した生活を営む乙とができる

よう、生涯学習社会の実現を図る乙とが重要な課題となっている。

生涯学習社会においては、人々が自発的意思に基づいて、人生のあらゆる時期に、必

要に応じ自己に適した手段及び方法を自ら選び学習ができるよう多様な学習機会を

提供する乙とが強く求められる。

社会教育は、学校教育とともに、学習の機会を提供する主要な場としての役割を

担っており、その重要性はますます増大するであろう。

社会教育を振興するためには、各種の学習活動の拠点となる社会教育施設の一層

の整備充実が求められる。中でも、公民館は、住民の身近な学習・交流の場として

今後とも生涯学習の推進に大きな役割jを果たしていくものと考えられる。

特Lζ、乙れからの公民館U:課せられた課題は、青少年の学校外活動に積極的u:対

応することや地域における住民の学習活動が効果的かっ総合的1C::行われるよう、学

校や他の生涯学習関連施設・機関や団体(以下「生涯学習関連施設等」という。)

との連携・協力を図るとともに、住民に対する学習情報の積極的な提供花努め、市

町村における生涯学習の中核的な施設と しての役割を担っていくことである。

乙のような乙とから、公民館が、生涯学習時代に対応し、その期待される役割を

十分果たしていくためには、学習需要に積極的1C::応え得る施設の整備・運営の在り

方の検討が必要であり、本分科審議会施設部会において、審議を重ね、今回、乙乙

に新しい時代の公民館の在り方をとりまとめた。

2. 公民館の現状と課題

公民館は問和21年に文部次官通牒により、戦後の祖国再建の拠点となる地域の社

会教育施設としてその設置が提唱され、その後、教育基本法 f昭和22年)、社会教

育法 f昭和24年)によって法的整備が図られた。

以来、公民館は、日常生活固における住民の身近な学習・交流活動の場として親

しまれるとともに、学習活動を援助し生活の改善・向上に大きな役割を果たしてき

たが、近年の社会状況の変化の中で、いくつかの課題が指摘されている。
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〔施設・設備の整備〕

昭和62年現在の公民館の設置数をみると、 17，440館(本館10，851館、分館 6，589

館)であるが、いまだ未処置の市町村や地域があるほか、公民館として専用の建物

を持たないものや 「公民館の設置及び運営に関する基準」にある最低面積 (330平

方メートル) ~L満たないものもあるなど、期待されている役割を考慮すると必ずし

も十分とはいえない状況にある。

また、公民館の施設 ・設備については、情報化社会への対応や高齢者、障害者等

への配慮はもとより、生産学習を推進するための充実した諸施設 ・設備としての整

備が求められている。

〔職員体制〕

公民館が教育機関として学習活動を援助するためには、職員が重要な役割を果た

しており、特に、公民館活動を展開するのに必要な専門的知識・技術・経験を有す

る館長や公民館の主事の配置に努める乙ととされているが、現状を見るとその専任

での配置は不十分な状況とな っている。

したがって、専任職員の配置について促進するとともに職員の研修体制の充実も

重要な課題となっている。

〔運営〕

公民館の利用は近年増加の傾向にあり 、昭和61年度聞の利用者数は、延べ l億

8，893万人であり、 l館当たりにすると年間平均約 l万人(昭和53年度問 6千 7百人)

に利用されている。

乙のような利用者の増加や多様な学習要求~L応え、かっ、地域課題を的確に把握

し、その実情に即した公民館運営を図るためには、公民館運営審議会について、そ

の構成員を幅広い分野から登用するほか、会議の持ち方等~L工夫を凝らすなど、よ

り一層の活発化~L努めるとともに、開館時間の郵力化、他の生涯学習関連施設等と

の連携など、利用者、 学習者 ~L対する十分な配慮が求められている。

〔事業〕

公民館は、乙れま で様々な内容や方法によって各種の主催事業を実施したり、活

動を展開するなど学習機会の提供花努めてきた。昭和61年度問の、主催事業は、延

べ約30万件であり、 l館当たりにすると、学級・講座は約11件、講演会、スポーツ
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大会、文化祭など集会的な事業は約12件開催されている。

また、学級・講座数を学習時間別にみると、 20時間未満のものが549語、 20時間以

上40時間未満が299出という状況にある。

しかし、学級・講座については、学習需要が多様化・高度化している乙とから、

より長期的、継続的な取り組みやその内容等も体系的、総合的なものとして実施す

る必要がある。

また、公民館での活動をきっかけとして人々が学習意欲を持ち学習能力を身につ

ける乙とが重要な乙とから、それぞれの学習活動に対する積極的な援助、協力がで

きるよう、学習情報を提供したり、相談機能の充実を図る乙となどが課題となろう。

〔他の施設との関係〕

これまでの公民館は、単独で機能を果たすことが多い状況にあった。

しかし、近年は、図書館、博物館、青少年教育施設、婦人教育施設、視聴覚セン

タ一、体育・スポーツ施設、文化施設等の社会教育施設(以下 「図書館等専門的社

会教育施設Jという。)が全国的に整備されつつあり、さらには職業訓練、福祉等

の施設 ・機関や民間の各種の施設も数多く整備されている。

また、大学、短期大学、高等専門学校、高等学校、専修学校・各種学校等(以下

「大学等」 という。)が公開講座の開設や施設等の開放事業を推進しているほか、

民間企業による教育 ・文化 ・スポーツ事業も盛んになってきている。

乙うした現状から、今後は、生涯各期の多様な学習需要に適切に対処していくた

め、他の生涯学習関連施設等との連携・協力を積極的に推進していく乙とが必要で

ある。

3 生涯学習時代における公民館活動の在り方

公民館は、多様な学習機会や集会の場の提供など地域における住民の学習需要に

総合的に応える社会教育施設であり、また、地域社会の形成や地域文化の振興にも大い

に貢献するなど、住民の日常生活に最も身近な生涯学習のための施設としてその役

割を果たしてきている。生涯学習社会の実現のため、市町村においては、公民館が

その中核的な役割を果たしていくことが求められており、特に、中央公民館は、単

tc:学習機会や集会の場を提供するだけでなく、指導者養成などの広域的な事業を実

施するほか、当該地域を網羅する各種の学習情報の収集・整理・提供や学習相談の
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機能を充実する必要がある。さらに、生涯学習関連施設等との連携を推進し、施設

問ネットワーク形成を促進する中心的役割を果たしていく乙とが期待されている。

(1) 公民館活動の多様化 ・活発化

① 多様な学習機会の提供

公民館が各種の学習機会を提供するに当たっては、学習テーマ、開設形態、

事業の実施方法について住民の学習需要等に基づくなど、より多くの参加者が

得られるように努める乙とが重要である。

学習内容の設定については、世界的な課題である地球環境の保全、資源の有

限性、国際理解、男女平等意識の醸成、高齢化社会への対応などの今日的課題

について今後とも重視するとともに、地域の自然条件や生活 ・文化・人材など

の特色を十分活かした学習プログラムの開発や地域性のある学習課題を取り上

げることなども必要である。

また、高齢者や婦人を対象とした事業を引き続き充実していく乙とはもちろ

んであるが、青少年の学校外活動の充実の観点から、青少年の発達段階に応じ

たプログラムの積極的な開発 ・提供に努めるとともu:、働く成人を対象とした

事業の一層の拡充が望まれる。

学級 ・講座等の開設の仕方や形態としては、土・日曜日に重点的に事業や活

動等を展開するウイークエンドスクール、夜間に開設するアフターファイブセ

ミナ一、若者と高齢者との世代間交流事業など多様な事業の工夫が大切である。

また、図書館や博物館と共催で実施する学級・講座はもとより、地域の保健所

と連携した健康講座、農業協同組合等と連携した地域産業後継者育成事業を実

施するなど、地域の社会教育施設や生涯学習関連施設等との共同事業を企画す

るなど新たな事業の開発が必要である。

さらに、専門的かっ高度な学習需要に応えるには、専門的プログラムや指導

者を有する大学等との積極的な連携・協力に努め、共催事業、協力事業などを

企画・実施する必要がある。

なお、放送大学は、現在、視聴できる地域が限られている乙とから、公民館

においても放送大学の授業番組をビデオ等で視聴する場を設けたり、印刷教材

の提供を図るほか、授業番組を利用した講座を自ら開設したり 、必要に応じて、
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面接授業や公開講演会等の場を工夫するなど連携・協力のための方策も検討す

る必要があろう。

② 自発的な学習活動の援助

公民館は、住民の自発的な学習活動を奨励し、援助する乙とが重要である。

このため、個人やグループの交流の場を積極的に提供したり、学級や講座な

どの参加者に対して、自発的な学習グループをつくるきっかけができるように

配慮したり、それらのグループの育成・援助に努める必要があろう。

また、求めに応じて、個人学習者や種々の学習グループ!e対し、学習相談に

応じることはもとより、活動の場所の提供、教材・資料の提供、講師、指導者

のあっせんなどに努めるほか、地域の様々な社会教育関係団体や、生涯学習を

実践するグループに対して、積極的な支援を行う乙とが大切である。

③ 学習成果活用の場の配慮

公民館l士、学習意欲の向上や学習活動の奨励のために、例えば、多くの住民

の参加が得られる文化祭、作品展示会、音楽発表会の開催に努めるなど、学習

成果が活用される場としての活動や事業にも配慮する乙とが重要である。

また、リーダー養成研修や学級・講座等の修了者を公民館における事業の指

導者、助言者としたり、地域の人々を施設のボランテイアとして積極的に受け

入れたりすることを一層促進することが大切である。さらに、乙のような指導

者、助言者等を人材登録し、求めに応じ種々の事業!e参加できるようにする乙

とも考慮すべきである。

乙のような活動は、多彩な人材やボランテイアの協力が得られ、多様な活動

の展開が可能となるばかりでなく、地域住民の相互の交流を深め、地域社会の

形成に役立つと考えられる。

(2) 学習情報提供・相談機能の充実

① 学習情報の提供

地域住民の各種学習活動を援助し、促進するためには、学習需要の把握に努

め、必要な情報を的確に提供できるようにすることが大切である。このため、

公民館における身近な情報の収集、提供機能の充実が求められており、特に、

中央公民館においては、コンビュータ等の利用により、市町村内の社会教育施
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設や生涯学習関連施設の種類、利用方法、活動の状況、指導者やその指導内容

等に関する情報を計画的、組織的に収集し、迅速、的確に提供できる体制を整

備することが期待される。

他方、都道府県においては生涯学習推進センタ一等を拠点として管内の各種

の学習機会等に関する情報のデータベースを構築し、それらの情報を提供し、

学習相談に応じるため生涯学習情報提供システムの整備を進めているところで

ある。市町村においては、公民館が乙のシステムに積極的に参画して、広域の

学習情報を住民te提供できるような体制整備が必要である。

② 相談機能の充実

学習相談は、学習情報の提供と一体をなすものと言えるが、特に、個人やグ

ループの学習者特の求めに応じ、学習内容、学習計画、学習方法、その他の学

習活動にかかわる各種の相談K応じて学習活動の援助を行う機能である。

乙のような相談機能の充実を図る乙とにより、公民館は、地域における住民

の学習需要の動向を把握する手がかりを得る乙ととなり、学習者の需要te応え

る事業の立案が容易となろう。

乙のような学習相談を効果的に行うためには、学習者の経験や相談内容によ

っては、外部の専門纏設等の協力を得る乙とも必要である。

(3) 地域活動の拠点としての役割

各種の調査結果では、都市化、核家族化等の社会の変化の中で、地域連帯意識

が希簿化し、日常生活において地域社会とのつながりが少なくなっている乙とが

指摘されている。こうした状況の中で、公民館には池域活動の拠点のーっとして、

地域連帯意識の形成に資する積極的な役割が期待される。

乙のため、例えば、地域の伝統文化等を保存継承する活動、地域の環境美化の

ための活動や世代間の交流活動等を活発にすることが望まれるほか、プログラム

化された学習の場の提供だけでなく、地域住民が気軽に立ち寄ってくつろぎ、情

報収集、意見交換、アイデイア交換などができる自由な交流の場を提供すること

も大切である。

また。変化する社会状況に対応するために、青少年の地域における種々の自発

的な活動などを援助するほか、地域への男女共同参加を支援する身近な拠点のー
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つとなる乙と、地域に在住、在勤する外国人等との交流や共同学習を通じて異文

化交流や相互理解の身近な実践の場となることなども、今後は一層重要性を増す

ものと考えられる。

さらに、近年、生涯学習をテーマにまちづくりを展開する例が多く見えれる。

乙れは、地域ぐるみで生涯学習を推進するため、教育、文化、産業などあらゆる

分野の人々の知恵、を出し合いながら、その地域の特色をっくり出したり、心のふ

れあう人間的なまちづくりを目指すものである。公民館は乙うした地域の人づく

り、まちづくりに参画し、諸活動の実施に大きな役割を果たす乙とも期待されて

いる。

(4) 生涯学習関連施設等との連携

公民館が生涯各期の多様な学習要求~[適切に対処していくためには、市町村内

の公民館はもとより、他の生涯学習関連施設等との連携・協力を積極的に推進し

ていくことが必要である。

公民館で行われる学習活動や地域活動の中には、図書館等専門的社会教育施設

の協力を得て成果を高めるものもある。したがって、公民館はこれらの地域の社

会教育施設や生涯学習関連施設等に働きかけ、各々の専門的な機能や特色を十分

活かした活動、共同事業の実施などに努める乙とが重要である。

また、公民館は、大学等と連携して、それらの有する施設・設備などを有効に

活用し、人的支援を得て高度で専門的な事業を展開する乙とが必要である。

さらに、公民館K類似した地域の施設についても、連携し必要な援助をして、

住民の学習需要に応ずるようにする乙とが必要である。

なお、職業訓練施設、社会福祉施設が行う活動や、また、民間企業による教育

・文化・スポーツ事業についても、その実情を把握し、必要に応じて住民に対す

る情報提供に努めるほか、民間企業等との連携についても検討する必要がある。

4 公民館運営方法の改善と職員体制の充実

(1) 運営方法の改善

乙れからの公民館は、利用者の立場からより一層利便性、効率性に富んだ施設

運営が望まれている。乙のため、例えば勤労者の夜間利用などのための開館時間

の弾力化、青少年が交流、交歓できる場の配慮、家族ぐるみで参加できる事業の
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工夫や申込手続きの簡素化など、利用者の実情tc:.応じた運営方法の改善、弾力化

を積極的に行うほか、地域住民の学習需要を的確に把握し、乙れらに対応すると

ともに、絶えず事業等の評価をし、検討を加えるなどが必要である。

また、公民館の運営の活性化のためには、公民館運営審議会を、適時、適切に

開催するとともに、審議会委員として、女性、青年などを積極的に登用し、利用

者の声が反映できるような体制となるよう配慮する乙とも重要である。

なお、公民館の管理 ・運営は市町村教育委員会及び当該公民館が自ら責任を持

って対処すべきものであり、教育機関としてその基幹的業務の外部への委託はな

じまないが、前述したとおり、公民館に期待される役割は拡大してきており、乙

れをすべて自力で遂行する乙とには限界があると言わざるを得ない。したがって、

住民の要請に応え、公民館活動を充実する観点から、委託内容、委託方法など十

分勘案し、公共的団体等外部への委託について検討する必要がある。

(2) 職員体制の充実

公民館が名実ともに、地域における生涯学習の中核的な施設として機能してい

くためには、公民館職員が国際化、情報化、高齢化等tc:.伴う社会的要請、学習需

要などを広い視野に立って把援する能力を身につける乙とが重要である。

また、各種の事業 ・活動の企画者、実施者として、あるいは、住民の学習活動

の協力者、助言者としての役割jtc:.対する期待が高まっており、その資質の向上を

図る乙とはむろんの乙と、館長、公民館の主事等に専門的知識・技術を有する人

材の確保が望まれる。

さらに、公民館職員の配置については施設の利用者が増加傾向にあるにもかか

わらず、不十分な状態にある乙とから、とりわけ中央公民館等本館における専任

の職員の配置など、教育機関としての体制整備に努める必要がある。

そのためには、設置者が公民館職員K有能な職員を確保し、配置促進のために

格段の努力を払う必要がある。

なお、資質向上のため、現在、固においては公民館経営のための専門講座等が、

都道府県においても公民館長研修、公民館主事研修等が実施されており、時代の

要請に対応できる公民館経営の基本、実務、学習プログラムの企画・展開等の内

容を体系的に学習できるよう配慮されているが、国は乙のような研修内容 ・シス
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テムの研究を進め、公民館に勤務する者K対して専門性を高める方策を検討する

必要がある。

5. 公民館整備の方向

(1) 公民館の整備の目標と地域内配置

公民館の整備は、これまでおおむね市にあっては中学校の通学区域tc::1館、町

村にあっては小学校の通学区域tc::1館の公民館を目標にして、その設置促進が図

られてきた。

公民館は、住民の身近な学習施設として、気軽に利用が可能な圏域医整備され

る乙とが必要である乙とから、実際の整備に当たっては市にあっても農村地帯等

については、小学校の通学区域tc::1 館を、また、市街地などについては、人口密

度ないし利用者数に応じて中学校の通学区滅より狭い地域tc::1館を整備するなど

地域の諸条件を勘案し、実情に即して設置されている。しかし、 今日、公民館協

生涯学習時代に対応し、その期待される役割を十分果たし、住民が学習活動を円

滑かっ効果的K行えるよう、市町村において総合的な学習機会を提供する乙とが

求められている。

乙の乙とから、市町村は、基本的には乙れまでの整備目標tc::基づき地域の実情

に応じた計画的な施設整備を促進していく必要があるが、特tc::中央公民館につい

ては、学習情報提供・相談機能の充実や他の生涯学習関連施設等との連携・協力

の推進を図るなど、地域における生涯学習の拠点としての役割を果たすため、十

分な職員体制や施設内容 ・規模を備えた公民館として整備を図っていく乙とが重

要である。

他方、日常的な利用に供する施設として、地区公民館や分館も地域の実情に応

じて整備充実するとともに、各館tc::特色を持たせる乙とも考慮すべきであり、乙

れらを有機的に配置するよう整備する乙とが必要である。

なお、乙れらの公民館整備計画については市町村の総合的な地域振興計画等に

位置づける等の十分な配慮が望まれる。

いずれにしても、生涯学習を支援するためには、個々の公民館がそれぞれに機

能する乙とはもちろんであるが、当該市町村における公民館が全体として、地域

の住民に対し教育的、文化的サービスを可能な限り均質に提供するという観点か
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ら整備を図ることが重要である。

(2) 生涯学習を推進する公民館施設・設備の整備

施設・設備については、住民の学習需要の多様化・高度化のほか情報化等の進

展に十分対応して、新設はもとより、既存施設の改築、改修の場合等にも、その

整備充実を図ることが求められている。

多様な学習需要~[対応するために、多目的に利用できるオープンスペースや個

人や小グルーフ下IJ用の学習室などを整備するほか、地域の状況に応じ様々な新し

いメディアを利用できる視聴覚室、発表会、音楽会等の実施が可能なスペースな

どを整備することも望まれる。

利用者の交流が図られ、親しみやすい施設となるよう開放的なエントランス、

展示コーナーのある快適なロビー、ゆとりとくつろぎのある和室、子ども連れの

学習者~[対応する託児室、緑豊かな庭園などについても配慮が必要である。

公民館は様々な住民の利用がなされることから、安全面や利用の便宜を図るな

どの配慮が不可欠であり、特~[、身体障害者や高齢者等のため、スロープ、車椅

子用 トイレ、エレベータ一、点字案内版などを整備する乙とが必要である。

国際化時代~[対応して、地域の外国人の利用の便宜を考慮して外国語Kよる案

内版などの設備も望まれる。

公民館の情報機能を高めるため、図書、テレビ、映画などの既存のメディアの

整備のみならず、ファクシミリ、パーソナルコンビュータなどの新しいメディア

を導入することも必要であろう。

さらに、コンビュータと連動させたマルチメディアやハイビジョンの学習活動

への活用、さらには、学習機会の少ない地域に衛星放送を利用して優れた講座を

提供したり、 CATVの多方向性を活かして、質議応答ができる学習方法を開発

したりすることなども将来検討を要する課題であろう。

公民館の整備に当たっては、用地の有効利用や施設運営の効率性の観点だけで

なく、多目的な利用への対応や人々の交流機会を拡大するために、図書館等専門

的社会教育施設、学校その他の教育施設、あるいは福祉施設等についてそれぞれ

の施設固有の機能を尊重しつつ相乗的な効果が最大限期待できる施設との複合化、

併設化などを今後とも考慮する必要がある。
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6. まとめ

乙の中閉まとめでは、公民館が生涯学習時代K対応し、地域における生涯学習を

推進する中核的な施設として、他の生涯学習関連施設等との連携の中心となり、 一

層発展していくための具体的な整備・運営の在り方を示した。

これからを実施するに当たって、園、地方公共団体及び公民館関係者は、速やか

に実施できるものから具体的な措置を講じる必要がある。

(1) 公民館は、住民に身近な学習施設として、多様で高度な学習機会の開発に努め

るとともtl:、自主的な学習活動の積極的な援助を図っていく乙とが必要であるが、

今後一層重要な乙とは、学習情報提供・相談機能を充実し、地域の生涯学習に関

する情報活動の拠点としての役割を果たす乙とである。

(2) 生涯学習を推進するためには、他の生涯学習関連施設等との連携・協力が欠か

せないものであり、その中心としての役割を公民館が担っていく乙とが求められる。

なお、公民館は、多くの住民に利用され親しまれるよう施設の活動内容等につ

いて積極的な広報・広聴活動K努める乙と。また、地域の実情を踏まえ、施設の

愛称等についての工夫も望まれる。

(3) 公民館の整備は、個々の公民館の機能の充実だけでなく、中央公民館を含め役

割分担を考慮するなど、当該市町村における公民館が全体として地域の住民に対

し、均質な教育的、文化的サービスの提供ができるよう、体制lを整えていく乙と

が肝要である。

このような観点から、市町村は公民館施設の計画的な配置や施設・設備の整備

及び職員体制の充実を図ることが必要であり、国、都道府県は乙れらの一層の助

成・援助Lζ努める必要がある。

(4) 公民館は、住民の要望を十分反映した運営方法の工夫、改善に努め、事業や活

動の成果を絶えず評価、検討を行い、身近な学習の援助機関としての役割を十分

達成する乙とができるよう一層の努力が期待される。
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生涯学習審議会社会教育分科審議会施設部会委員名簿

-委 員

[部会長) 岩 瀬 良 千葉県教育長

荻 村 伊知朗 国際卓球連盟会長

東 浦 め し、 茨城県立婦人教育会館長

(部会長代理) 藤 原 房 子 日本経済新聞社編集委員

宮 崎 幸 雄 (社)中央青少年団体連絡協議会会長

-特別委員

官
同足 '"'-

日 (社)全国公民館連合会副会長

藤 川 正 信 図書館情報大学学長

川 島 偉 良 (社)日本青年会議所会頭

望 月 哲太郎 日本体育・学校健康センタ一顧問

山本恒 夫 筑波大学教授

-専門委員

兼 松 保 (財)日本ユース・ホステル協会理事長

嘉 r~ 安 雄 ブリジストン美術館館長

111 口 政 男 前都立中央図書館副館長

佐 藤 圭 一 郎 青森県立総合社会教育センタ一所長

丹 治 成 男 前全国少年自然の家連絡協議会会長

前福島県立郡山少年自然の家所長

毛 手IJ 正 夫 (財)日本博物館協会専務理事
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福 岡 県 公 民館大会年表

大会 日 時 開 催 士由 大 ~ 主 題 全体討議テーマ

第 l回 昭和28年 l月 県社会教育会館

第 2回 昭和29年4月 八幡市

昭和29年11月 筑紫郡二日市町中 社運館具教j去5周探学級年、 育重振要法 l周問題年を研記念究生し公議自民 公民館の娠か将一興来は社いかに
年のな諸を討し、 あるべき 会教育

第 3回
1 9 日 ~20 日 央公民館 体動策育を り、既に展開している 活 立 の反省と

の促進を期す。

昭和30年11月 体戦問題後10年間の徹樹公民活的動研を共反究省協し、困難な動諸具 赤字財政振下興の公民館を

第 4回 大牟田市中央公民館 について底立な 議生を行自い、 いかに するか
2 1 日 ~22 日 推的振進興策期を すると に 活立運

のをす。

昭和31年10月 期勤化公民労館青大衆少を社年化会教教育育機娠興関として整備動率強化化し合、
公民館の現力主状はこのま

第 5回 飯塚市中央公民館 す。 をはのかり、事新業生の活運効 の促・総進を
までよい

25日

昭和32年10月 地方財組活織動政の窮営迫や化町村合併特のなかで、公民整 新後生活推運動方の反省と今
第 6回 豊前市八屋中学校 備館の 運 を発化強 し、 に分館施設の の進策について

19日 と の活 をはかる。

昭和34年11月 社歩教法顧施行新輿10周方し年時を研記代念し、公民館10館年の 公民館10年の館歩みと乙
第 7回 福岡市中央公民館 みを方 み い に即応する公民の れからの公民

2 1 日 ~22 日 ありと振 策の究

昭和35年10月
域公民館社運会営教の科学化 ・技術化を促進し、地

地域の社ζ会公f伝教民隼育館すセのるン備タ
第 8回 大川市市民会館 の 育設セン準ターにふさわしいものと ー計として 整

3 日 ~4 日 するために備基 に即して、当面する問 を画的』 ため
題の研究 にはどうしたらよいか

昭和36年6月
地公に域即民社す館会活るの社動文会と化経教セ育営ンののタ総新ー合しと的いし推在て進り住方に民寄のの研与実生活

地域の社進会教育を総ど合
第 9回

3 日 ~4 白
直方市公会堂 す究る 的に推するにはう

したらよいか

昭和37年5月 楽しく学び、豊かな暮しと文化をつくるた 青か館には少成年ど長カう宅すし楽たるしく学び健や第10回
1 3 日 ~ 1 4 日

行橋市行橋小学校
めに公民館はどうしたらよいか ために公か民

らよい

昭和38年5月 北九州市戸畑区文
新しい地文域化社会向の建設展

第11回 住みよし、地蹴士会に豊かな生活文化をつくろう と生活 の 上 発公
25 日 ~26 日 化ホール には資するためには 民

館 いかにあるべきか。

昭和39年5月 ひとりひとりの生活をよくし、豊かな市民 公民市館への期向待上 とく
第12回

3 1 日 ~6月 l日
福岡市市民会館

性を育てるために公民館はどうしたらよし、か
に民性の を中心
としてーー

第13回
昭和40年5月

筑後市市民会館
変貌する社会における住民の社会教育活動

紺め館誠dるXた住姐め民はにの果何生す活かべ文化き公を高民
23 日 ~24 臼 を振興するための公民館の役割
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大会 日 時 開 催 I由 大 fi 主 題 全体討議テーマ

昭和41年 5月 住民の創造的生活の確立をめざす自主的な 住立民の創造的生活の確
第14回

24 日 ~25 日
田川市体育館

学習活動を育てよう
のために

(分科会テーマ)

昭和42年 5月 今日の生活館をみつめ、明日の生活施を築くた 地(方記念自治講演と住)民の学習
第15回 豊前市市民会館 めの公民 の役割方とそのための 設設備の

1 4 日 ~15日 充実と配置のあり

第16回
昭和43年5月 北九州市八幡市民

公民館の近代化と新しい活動の課題を求めて
社会生活の都市化と公

28日 ~29 日 会館 民館の課題(記念講演)

昭和44年5月 太宰府町九州学園
急とり激とし新てなの社し公い会地民構銭館造形のの新成変の化したいKめあ対の処り住方し民得と役のる教割人育間機づ関く

乙れからの新しい公民
第17回

3 1 日 ~6月 l 日 福岡女子短大 館のあり方(記と役念割講演)

第18回
昭和45年5月

久留米市市民会館
未来をひらくための学習と公民館のあり方

公民館の理想、と現実
26 日 ~27 日 を考えよう

昭和46年 5月 住施社民設の学備習に乙たえ職られるための公民館の 岐択路にたつ70年代の選
第19回

25 日 ~26 日
飯塚市文化センター 設会 育を充実し、 教員体育制lを整備し、市 (記念講演)

民 をてるための をすすめよう

昭和47年7月 住確社民の日常今的学的習苦要手l求に応じる公民新館体制地 路明線日を(創記念る公講民演館)の新
第20回 行橋市市民会館 の立と日役を考え、またしい

6 日 ~7 日 域館 会動 (コミュニテイ)形成のための公民
活のあり方を考える

昭和48年5月 福岡市立少年文化 生育活公要ンに根ざす住民の教
第21回 生活に根ざす公民館活動の創造と前進 求民に乙たえるため

30日 会館ホール の 館の役割(シン
ポウム)

第22回
昭和49年 6月 (八女市)

魅力ある公民館の創造と前進 対全実 践体面 発討討 表議議
住民にとって公民館と

6日 市町村会館 は何か

昭和50年 6月 豊かな地域っくりをめざす公 シ泌十三Jウム コミュニティの形成と
第23回

l日
直方市民会館

民館の役割
公民館

講演 乙れからの公民館経営

昭和51年 6月 住民の生活を高めるための公
パネル討議 住民館の事求業めのあに応ず方る公

第24回
3日

豊前市民会館
民館事業のあり方を考えよう 講演 民住民の生館活を高業りめるた

めの公民事

第25回
昭和52年 9月 北九州市小倉南市 住民の学習要求に応えるため 分科会 191

22日 民センター の公民館のあり方を考える 5黄 演 乙れからの社会教育
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大会 日 時 開 催 I由 大 ぷz〉=‘z 主 題 全体討議テーマ

昭和53年7月 太宰府勤労者体育 地域住民具の学的習要求民に応える 分講科会(演8) 
第26回 ための体な公館のあり 地域と社会教育

5日 センター 方を考える

昭和54年7月 多求り機応化する地域住民の館学習要あ 分講科会(演8) 
第27回

3臼
大11町文化センター にえるための公民の 地域が育てる児童文化

方を考える

第28回
昭和55年6月 中間体育文化セン 地域住民の実際生活に即した パネル討議 地域住民の実館際生活に

12日 ター 公民館の在り方について 講演 即した公民の在り方
について

第29回
昭和56年6月

行橋市民会館
公民館が果たすべき今目的意 講シ~;;フ'JJ.演3) 

30日 義と役割を考える 青題少対年をとりまく教諸育問
~[ 処する社会

第30回
昭和57年6月 北九州市小倉市民 住民が主体となる公民館の在 分講科会(演8) 
9日 会館 り方を考える 住館民が主体方となる公民

の在り を考える

昭和58年8月 福岡県立福岡勤労
ー民に「今何住館を、民の公しの役な民実割け館際とれは機生ば地能活な域をにら住即考な民えししと、かたると公」も

分講科会(演9) 「現代のー青一少回年問題を
第31回 考えるJdzLx いやりの

9日 育弘容文化センター ある社っくりのため
』ζーー

第32回
昭和59年6月

甘木文化会館
生涯教育の視点に立った公民 分講パオ、科崎会す蓄電(義32) ) 

22日 館経営の在り方を考える ニューメディア時代を
考える

第33回
昭和60年6月

飯塚文化センター
生涯教育推進の拠点になる公 分講科会(演8) 

生館涯の教役割育の推進と公民13日 民館のあり方を考える

第34回
昭和61年5月

豊前市体育館
生涯学習を推進する公民館の 分科会(7)

30日 役割 ・機能を考える 講演 生涯学習と放送

第35回
昭和62年8月 北九州市立小倉市 生涯学習を推進する公民館の 分講科会(演7) 
6日 民会館 役割・機能を考える 「豊かな心害をl育てる地

域社会の役 j 

第36回
昭和田年7月 福岡県立福岡勤労 生涯学習社会の形成をめざす 分科会 (7)

27日 青少注F文化センター 公民館のあり方を考える 講 i寅 「生涯学館習社役会割!におけ
る公民の j 

生涯学習社会をめざす公民館
シ~ミJフ'JJ. l)

第37回
平成 2年11月

筑紫野市文化会館 分講科会 1演4) 
21日 のあり方を考える 生公涯民学館習の社役会割における
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福岡県公民館連合会加盟郡公民館連合会一覧

郡 名 称 事務局所在 地及び連絡 先

筑紫郡 那珂川町教育委員会
〒811-12筑紫郡那珂川町大字後野120 中央公民館内

11 (092)952-2092 

粕屋郡 粕 屋郡社会教育振興会
〒811-22粕屋郡須恵町上須恵1117 あおば会館内

11 (092)932-8955 

宗 像 郡 宗像地区社会教育振興協議会
〒811-34宗像市大字東郷1022 宗像自治会館内

電量 (0940)36-2723 

糸 島 郡
糸島郡社会教育振興会 〒819-11糸島郡前原町大字前原623番前原町教育委員会

(公民館担当者会) 社会教育課 官官 (092)323-1111 (内 )372

遠賀郡 遠賀郡社会教育振興協議会
'f811-42遠賀郡岡垣町大字野間697-1 岡垣町教育委員

会内 官官 (093)282-1211

鞍手郡
鞍手郡社会教育援興協議会 千822 直方市大字植木1047-1 県教育庁九州教育事務

(公民館指導部会) 所内 宮

朝 倉 郡 朝倉郡社会教育娠興会
干838 甘木市大字甘木2014-1県甘木総合庁舎内児童

生徒相談室 宮 (0946)22-6120

浮 羽 郡 浮羽郡社会教育振 興会
干839-13浮羽郡吉井町347-1県浮羽総合庁舎内児童生徒

相談室 官官 (09437)5-3146 

三 井郡 三 井郡社会教育振興会
〒830-11三井郡北野町大字中3298-2北野町中央公民館内

宮 (0942)78-2308

三瀦郡 三 瀦郡公民館連合会
干830-11三瀦郡城島町大字僧津748-1城島町公民館内

宮 (0942)62-2111(内)269

八女郡
八女郡社会教育振興会 〒834-11八女郡上陽町大字北川内483-1上陽町中央公民

( 公 民 館 部 会 ) 館内 官官 (0943)54-3131

は円・三瀦郡
山門・ ニ瀦郡社会教育娠興会 'f835 山門郡瀬高町大字下庄1557山門三池郡町村会

( 公 民 館 長 会 ) 館内 宮 (0944)62-2360

嘉穂郡 嘉穂郡社会教育娠興会
干820 飯塚市立岩字中方1401-2県教育庁筑豊教育事務

所内 宮 (0948)25-2602

田川郡
田川郡社会教育振興協議会 干820 飯塚市立岩字中方1402-2県教育庁筑豊教育事務

( 公 民 館 部 会 ) 所内 官官 (0948)25-2602 

京都郡 京都郡公民館連合会
〒800-03京都郡苅田町京町2-5 苅田町中央公民館内

11 (093 )434-0456 

築上郡
築上郡社会教育娠興会 干829-01築上郡築城町大字築城253-1 築城町教育委員会

(公民館部会) 内 官官 (09305)2-3601 (内)182
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県内公立公民館一覧表

名称の( )は分館

北九州市 職員数の( )は兼任 ・外数

番号 名 称 所 在 地 電話番号 建設年月日 建物総面積 職員数

門司中央公民館 〒801門司区栄町 3-7 3(03923-01 887 S 56・4・2 2，200 m' 10人

2 小倉北中央公民館 〒803小倉北区大門 1丁目 6-43 571-2712 S54・11・1 1，970 14 

3 小倉南中央公民館 1"802小倉南区若園5丁目 1-5 941-4220 S 51・4・29 2，859 11 

4 若松中央公民館 干808若松区本町 3丁目 13-1 751-8683 S 60・7・1 1，542 10 

5 八幡東中央公民館 〒805八幡東区尾倉2丁目 6-3 671-6561 S 26・10・15 2.169 10 

6 八幡西中央公民館 〒806八幡西区相生町 19ー 1 64ト7700 S 51・5・2 2，652 11 

7 戸畑中央公民館 干804戸畑区中本町7-20 882・4281 S 62・2・5 905 14 

老松公民館 干801門司区老松町 3-1 3(03923-0) 889 S 56・4・23 671 3 

2 風師公民 館 干801 〆〆 風師3丁目 10-27 331-5735 S 60・4・17 708 4 

3 大里西部公民館 干800 〆f 稲積 1丁目 3-1 381-4927 S44・4・1 670 3 

4 大里中部公民館 干800 〆f 高田 1丁目 20-1 38ト2328 S48・5・12 704 4 

5 大里東部公民館 干800 〆〆 下二十町 1-12 371-4419 S48・5・13 693 3 

6 東郷公民館 〒801 グ 大字黒川 384 341-1126 H 2・1・11 705 4 

7 早納公民館 干801 λγ 新開 6-11 331・2025 S 63・11・8 715 4 

8 松ケ江公民館 =.B-UO0 l 〆/ 恒見町21ー l 481-02ω S 41・4・23 719 3 

9 足立公民館 〒802小倉北区熊本1丁目 12-1 941-2763 S58・4・22 735 4 

10 板権公民館 〒803 〆r 井堀2丁目7-4 591-8750 S 51・10・1 770 4 

11 霧丘公民館 干802 11 黒原2丁目30-30 922・7365 S52・12・3 705 4 

12 小 倉東公民館 干802 〆〆 堺町2丁目4-24 551-1201 S46・4・1 678 4 

13 篠崎公民館 干803 11 真鶴1丁目5-15 571-3281 S55・4・20 684 4 

14 臼銀公民館 干802 必γ 白銀1丁目5-8 921-2606 S 53・3・3 705 4 

15 富野公民 館 干802 λγ 上富野5丁目6-21 522-5233 S53・5・6 703 4 

16 日 明公民館 〒803 /〆 日明4丁目 3-7 571-3704 S42・4・1 540 4 

17 南小倉公民館 〒803 〆〆 熊谷1丁目26-15 582-7328 S60・11・27 960 2 

18 企救公民館 〒802小倉南区北方2丁目 16ー 7 95ト0133 S43・3・31 645 4 

19 広徳公民館 〒803 〆〆 徳力 191-9 963・0158 S63・11・18 706 4 

20 志徳公民 館 〒803 〆〆 徳力 4丁目 17-5 963-3101 S 53・12・2 709 4 

21 城野公民 館 千802 〆ノ 富士見3丁目 1-3 951-0231 S 52・4・1 1，337 4 

22 曽根公民館
800 

T・02 〆ノ
下曽根4丁

2
目
3-38 471-7710 S48・8・21 704 4 

23 沼 公 民 館 ='H-U0U 2 〆〆
削緑町 lJ1回1-19 473・2021 S 52・9・1 706 4 

24 東谷公民館 1"出-U031 〆〆 大字木下704ー l 451・0217 S58・11・21 671 4 
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名称の( )は分館
職員数の( )は兼任……外数

蕃号 名 称 所 在 士也 電話番号 建設年月日 建物総面積 職員数

25 南曽根公民館 =.800小倉南区朽網西3丁6目-39 
-02 471-8566 S 56・9・30 710 m' 4人

26 湯 川公民館 T改-0jU2 必y 湯川 1丁目 8-33 941-1751 S 55・10・16 710 4 

27 横代公民館 干802
〆ノ

横代東町4丁13目ーl 962・1731 S 52・9・2 714 4 

28 吉田公民館 T出-0UU2 〆ノ 中吉田6丁目27-5 471-4603 S 61・10・3 711 4 

29 両谷公民館 =・84023 11 徳吉南1丁目6-10451-1138 S 50・5・10 706 4 

30 島郷公民館 -T8・008l若松区鴨生田 2丁目 1ーl 791-0483 S 45・4・20 657 4 

31 高須公民館 干806 λγ 局須北 1丁目 1-2 741-5707 H 3・4・25 720 4 

32 枝光公民館 T'805八幡東区日の出1丁目5-11 661・1034 S 51・12・1 715 4 

33 枝光北公民館 T'805 〆/ 大宮町6-1 661-2437 S 39・2・25 571 4 

34 大蔵公民館 T'805 〆ノ 大蔵2丁目 4ー13 652・3817 S 48・2・11 677 4 

35 尾倉公民館 干805 11 尾倉 1丁目 15-2 661-0516 S 52・12・3 706 4 

36 高見公民館 干805 ，ν 荒生田2丁目3-10651-2101 S 49・11・1 733 4 

37 槻回公民館 干805 11 宮明J2丁目2-10 651-3816 S 49・11・1 648 4 

38 前回公民館 干805 11 桃園4丁目 1ーl 661-1584 S 51・9・3 704 4 

39 八 幡 大 谷 公 民館 〒805 11 中央2丁目 1-1 661-1092 S 48・10・1 625 4 

40 穴生公民館 干806八幡西区鷹の巣3丁目 3-1 641-6026 S 37・7・7 919 4 

41 永犬丸公民館 干807 〆〆 大字永犬丸β9-1 関3・1055 S 53・10・1 725 4 

42 沖田公民館 〒807 11 三ケ森4丁目6-1 612-3881 S 46・4・5 670 4 

43 折尾 公民 館 干807 11 光明 2丁目 2-50 601-8991 S 57・4・16 707 4 

44 香月公民館 T改-1j1 i グ 香月中央1丁目7-1617-0203 H 2・6・25 976 4 

45 熊西公民館 T'806 11 山寺町6-30 641-3407 S 48・4・5 619 4 

46 黒崎公民館 干806 11 藤田 4丁目 1-1 641-4106 S 50・9・l 1. 132 4 

47 上津役公民館 〒806 11 上の原2丁目2ー16 612-3日8 S 59・6・28 717 4 

48 木屋瀬公民館
807 

T:12 11 大字野面770 617-1127 S 57・11・26 704 4 

49 陣山公民館 千806八幡東区桃園 3丁目 lーl 661-1657 S 61・4・12 710 4 

50 則松公民館 干807八幡西区則松2丁目 9-1 602-2010 S 55・4・l 705 4 

51 引野公民館 干806 λγ 別所町 9-1 641-2906 S 42・7・28 569 4 

52 本城公民館 干807 11 本城 1丁目 15ーl 601-8990 S 38・6・8 601 4 

53 八児公民館 〒806
11 町上書役東 117丁ー目1 613-2555 S 55・4・24 710 4 

54 浅生公民館 T804戸畑区浅生2丁目 13-7 88ト5688 S 49・11・11 844 3 

55 一枝公民館 〒804 グ 一枝 1丁目 8-1 881-1029 S 56・4・10 505 3 

56 鞘ケ谷公民 館 〒804 グ西鞘谷町3-17 881・1039 S 55・10・24 520 3 

57 沢見公民館 干804 H 小芝2丁目 1-4 881・5689 S 35・5・13 476 3 

58 三六公民館 干804 グ 小 芝3丁目 12-2 881-0958 S 47・12・6 491 3 
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名称の ( )は分館
職員数の ( )は兼任……外数

番号 名 事下 所 在 士出 電話番号 建設年月日 建物総面積 職員数

59 天鎖寺公民館 干804戸畑区夜宮2丁目 4-]5 881-1028 H 3・4・15 520 m' 3人

60 戸畑大谷公民 館 干804 グ東大谷2丁目 12-33 881-0067 S 31・6・6 334 3 

61 戸畑大谷西公民館 〒804 H 菅原2丁目 12-12 88ト3148 S 40・4・5 294 3 

62 中原公民館 〒804 か中原東2丁目2-35 881-1038 S 56・4・16 519 3 

63 西戸畑公民館 〒804 H 南鳥旗町 3-17 881・2330 S 50・8・l 502 3 

64 東 戸 畑公民館 〒804 H 千防3丁目 1-12 881・1019 S 52・4・21 514 3 

65 牧 山 公民 館 〒804 H 牧山 4丁目 1-22 881-1041 S58・4・20 410 3 

66 牧山東公民 館 〒804 グ丸山 1丁目 2-38 881・3177 S 40・4・5 310 3 

－ 65 －



名称の( )は分館

福 岡市 職員数の( )は兼任……外数

番号 名 称 所 在 1由 電話番号 建設年月日 建物総面積 職員数 |

東市民センター 〒813東区香住丘 1丁目12ーl 6(06912-1J 831 S 52・7・16 3，036明Z 13人!

2 博多市民センター 〒812博多区山王 1丁目13ー10 472-5991 S 58・8・26 4， 725 15 

3 中央市民センター 〒810中央区赤坂2丁目 5-8 714-5521 S 55・3・23 3，854 11 

4 南市民センタ ー 干815南区塩原2丁目 8-2 561-2981 S 53・7・22 5.193 12 

5 城南市民センタ ー -T8-014 1減南区片江5丁目 3-25 862・2141 S 59・8・1 4，043 11 

6 早良市民センタ ー 干814早良区百道2丁目 2-1 831・2321 S 57・2・14 4，034 15 

7 西市民センタ ー 〒814西区姪浜町 957-1 891・7021 S 63・3・l 5，208 13 

1 大名公民館 〒810中央区大名 2丁目 6-53 751-4212 S 29・4・1 519 2 

2 当仁公民館 干810 〆〆 唐人町3丁目 lー11 751-6824 S 28・4・1 280 2 

3 冷泉公民館 干812惇多区上川端町6ー1 281-2245 S 29・4・1 288 2 

4 奈良屋公民館 干812 グ奈良屋町 1-6 271-4461 S 29・4・1 288 2 

5 御供所公民館 干812 Jγ 御供所町6-6 28ト5512 S 29・4・1 261 2 

6 大浜公民館 干812 11 大博町7-16 281-0343 S 28・4・1 307 2 

7 策子公民館 干810中央区大手門3丁目 10-7 711-2268 S 29・4・1 282 2 

8 警国公民館 干810 〆〆 誉回 1丁目 11-2 731-4655 S 29・4・1 281 2 

9 西新公民館 干814早良区西新2丁目 10ー10 851-9925 S 28・4・1 375 2 

10 春吉公民館 〒810中央区春吉 1丁目 17-13 761-2528 S 29・4・1 288 2 

11 住吉公民館 干812樽多区住吉5丁目 6-1 441・6955 S 29・4・l 262 2 

12 草ケ江公民館 〒810中央区六本松 1丁目 11-1 741-7998 S 28・4・l 442 2 

13 堅 粕 東 光 公民館 干812樽多区東光2丁目 15-2 411-7792 S 28・1・l 521 2 

14 馬出公民館 干812東区馬出 1丁目 12-33 651-0605 S 28・4・1 280 2 

15 千代公民館 〒812博多区千代 1丁目 20-11 651-0066 S 28・4・1 281 2 

16 原 公 民 館 干814早良区原2丁目 5-2 821-6414 S 27・1・1 282 2 

17 長尾公民館 -T8-104 1城南区長尾 1丁目 3ー14 871-5619 S 27・1・1 281 2 

18 吉塚公民館 干812博多区吉塚2丁目 21ー15 611-6320 S 28・4・1 279 2 

19 東住吉公民館 干812 グ 博多駅前4丁目 11-12 431-1271 S 27・1・1 281 2 

20 管松公民館 〒812東区箱崎 1丁目 27-17 651-2608 S 28・1・1 525 2 

21 平尾公民館 干810中央区平尾3丁目 29-23 531-ω85 S 29・4・1 281 2 

22 高宮公民館 〒810 11 大宮2丁目2-11 531-0029 S 29・4・1 332 2 

23 姪浜公民館 干819西区綬浜2丁目 10-6 881-0お4 S 28・l・l 282 2 

24 席回公民館 干812博多区空港前3丁目 19-32 611-0315 S 27・1・1 460 2 

25 三宅公民館 〒815南区三宅2丁目 25-42 541-1088 S 27・1・1 293 
L 
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名称の( )は分館
職員数の( )は兼任……外数

番号 名 称 所 在 地 電話番号 建設年月日 建物総面積 職員数

26 花畑公民館 ;=815南区花畑3丁目 35-6 566-9061 S 27・1・1 332 2 

27 月限公民館 ;=816博多区大字上月隈847-3 503':4106 S 28・1・1 458 2 

28 箱崎公民館 干812東区箱崎 1丁目 27-17 651-7708 S 27・1・1 笛松共用 3 

29 壱岐公民 館 〒819西区拾六町3丁目 21-2 881・1093 S 27・1・l 332 2 

30 能古公民館 干819 ρ 能古657-9 881-0873 S 28・4・1 282 2 

31 今宿公民 館 =819 
T:oi グ今宿町 1146 806・0242 S 27・1・1 332 3 

32 今津公民 館 干819
-01 H 今津734-1 806-2021 S 27・1・1 246 2 

33 玉川公民 館 干815南区向野 1丁目 3-23 541-3212 S28・1・l 325 2 

34 高取公民 館 干814 早良区高取 1丁目 10-1 851-9705 S 28・4・1 331 2 

35 鳥飼公民館 -T8-014 1城南区鳥飼4丁目 13-1 821-5227 S 28・4・1 417 2 

36 西高宮公民館 干815南区高宮 1丁目 10-16 531-4767 S 29・4・1 281 2 

37 赤坂公民 館 干810中央区赤坂2丁目 5-14 751-4691 S 29・9・l 331 2 

38 日佐公民館 干816南区横手3丁目 43ー l 591-5542 S 29・10・1 282 2 

39 田隈公民館 干?jf早良区野芥2丁目 8ー l 863-7151 S 29・10・1 287 2 

40 香椎公民 館 ;=813東区香椎駅前2丁目 13-4 661-3258 S 30・2・l 332 2 

41 多々良公民館 〒813東区多々良 1丁目 56-2 691-3767 S 30・2・l 332 2 

42 名島公民 館 〒813 H 名島2丁目 43-73 681-0155 S 31・4・1 349 2 

43 那珂公民 館 干816樽多区那珂 3丁目 8-9 471-9329 S35・4・1 293 2 

44 板付公民館 干816 11 麦野 1丁目 29ー 12 581-1117 S 30・4・5 330 2 

45 那珂南公民館 干816 11 寿町3丁目 3-5 571-4319 S 35・4・1 332 2 

46 大楠公民館 干815南区大楠 1丁目 22ー 13 521-7044 S 33・4・1 276 2 

47 金武公民 館 干819西区大字金武2136-1 812-1967 S 35・8・27 241 2 

48 和自公民 館 干Tii東区和白 3丁目 28-31 606-3001 S 35・8・27 480 2 

49 周船寺公民館 〒怒西区大字周船寺3丁目3-1 806・1371 S36・4・1 292 2 

50 元岡公民 館 -8019 3 T: H 太郎丸 1丁目 4-15 806-5132 S 36・4・1 268 2 

51 北崎公民館 =819 
T:OZ H 大字宮の浦 1978-1 809-1733 S36・4・1 306 2 

52 春住公民館 干812樽多区博多駅南37巴。 441-6269 S 37・3・29 281 2 

53 香 住 丘 公 民館 干813東区香住ケ丘 1丁目27-1 681-4704 S 37・4・1 331 2 

M 若久公民館 ;=815南区若久 1丁目 21-24 541-4200 S 37・4・l 278 2 

55 笹丘公民館 〒810 中央区笹丘 1丁目 13-41 761-7375 S 37・4・l 281 2 

56 室見公民館 干814 早良区室見5丁目 9-23 843-9577 S38・5・1 607 2 

57 舞鶴公民館 千810中央区舞鶴2丁目 6-6 771-3541 S 39・1・15 332 2 

58 宮竹公民館 干816南区五十川 l丁目 14-15 431-3278 S 39・7・15 265 2 

59 別府公民館 -T8-O14 l城南区別府 1丁目 15-19 821-7489 S 39・7・15 271 2 
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名称の( )は分館
職員数の( )は兼任一…外数

番号 名 称 所 在 地 電話番号 建設年月 日 建物総面積 職員数

60 南当仁公民館 〒810 中央区今1112丁目8-21 741-9053 S 40・4・12 229 m' 2人

61 千 早公民館 〒813東区千早 3丁目3-6 661-3240 S 40・7・12 249 3 

62 百道公民館 干814 早良区百道2丁目7ー 11 831-2401 S 41・5・1 332 2 

63 小笹公民館 〒810 中央区平和5丁目13ー 75 日ト 9428 S 42・5・4 210 2 

64 七限公民館 -T8-O14 l城南区七隈4丁目26-33 871-6905 S44・4・l 331 2 

65 長住西長住公民館 干815南区西長住2丁目4-3 551-4189 S44・4・1 491 3 

66 老司公民館 干815 H 老司 3丁目 1-8 565-1700 S45・4・1 250 2 

67 志賀公民館 -T8-0131 東区大字志賀島 736ー l 印3-6706 S 46・4・5 438 2 

68 西戸崎公民館 干811
-03 グ 西戸崎4丁目8-33 ω3・0201 S 46・4・5 415 2 

69 西 花 畑 公民館 干815南区皿山 1丁目11ー 11 511-4377 S 48・6・25 268 2 

70 原西公民館 干814 早良区原5丁目12-16 85ト 7683 S48・6・1 276 2 

71 東吉塚公民館 〒812博多区吉塚6丁目6-10 611-2001 S 49・4・1 330 2 

72 玄海公民館 -T8-019 2 西区大字玄界島 21-3 009・1243 S 49・4・1 195 2 

73 筑紫 丘 公民館 〒815南区筑紫丘2丁目22-15 512-6477 S49・10・15 288 2 

74 早良公民館 -T8-1 11 1早良区大字東入部579 004-2420 S 50・3・1 1，064 2 

75 長 丘 公民 館 ，.815南区長丘2丁目22-23 511・0456 S 50・4・1 294 2 

76 提 公 民 館 -T8-O14 l城南区樋井川 7丁目21-1 003-5533 S 50・4・1 276 2 

77 下 山門 公民館 〒819 西区下山門4丁目 14-38 88ト 8383 S 50・4・1 281 2 

78 若宮公民館 干813東区若宮3丁目27ー l 662-5454 S 51・4・1 277 2 

79 弥永公民館 干816南区弥永団地 30-2 582・4645 S 51・4・1 276 2 

80 美和台公民 館 -T8-0121 東区美和台 1丁目3ー 12 印7-0294 S 52・4・1 277 2 

81 城浜公民館 〒813東区城浜団地 32-2 671-6181 S 52・4・1 270 2 

82 東花畑公民館 干815 南区屋形原2丁目 8-3 511-6655 S 52・4・1 278 2 

83 和白東公民館 干恕東区高美台2丁目 3ー 10 印7-2442 S 53・4・1 276 2 

84 原 北 公民館 千814 早良区南庄4丁目 4ー 11 83ト 7556 S 53・4・1 272 2 

85 八回公民館 〒813東区八回 2丁目16-20 68ト 5371 S 53・12・1 280 2 

86 飯倉公民館 -T8-014 1早良区飯倉7丁目29ー 27 お4・0818 S54・1・4 280 2 

87 板付 北 公民館 〒816博多区板付 2丁目2-20 574・0651 S54・2・1 281 2 

88 東月隈公民館 〒816 〆〆 東月隈 1丁目23-11 504 -1360 S54・4・1 289 2 

89 美野島公民館 千816 〆〆 美野島 2丁目6-11 474・0070 S54・4・1 283 2 

90 城南公民館 〒当1城南区茶山6丁目21ー 5 843-9418 S54・9・l 290 2 

91 内 浜公民館 〒819西区小戸4丁目11-32 882・1371 S54・9・1 278 2 

92 賀茂公民館 T-8-014 1早良区賀茂 1丁目33ー 7 003-7741 S 55・4・1 281 2 

93 有田公民館 干814
-01 

1/ 次郎丸2丁目21-31 001-7679 S 55・4・1 280 2 

－ 68 －



名称の( )は分館
職員数の( )は兼任 …外数

蕃号 名 称 所 在 地 電話番号 建設年月日 建物総面積 職員数

94 壱岐南公民館 干819西区野方2丁目 6-1 812 -0686 S 55・4・1 281 m' 2人

95 片江公民館 T-8-O14 l城南区片江5丁目 35-20 871-1219 S 55・8・11 281 2 

96 金 山 公民 館 干814
ー01 11 友丘6丁目 9-36 801・2830 S 55・10・1 281 2 

97 舞松原公民館 干813東区水谷1丁目 8-30 672-2199 S 56・4・1 281 2 

98 福浜公民館 〒810中央区福浜2丁目 1-3 761-8060 S 56・4・1 285 2 

99 南片江公民館 〒割 減南区南片江 1丁目25-35 862-2453 S 56・4・1 281 2 

100 里f芥公民館 -T8・0141早良区野芥7丁目 23-20 862-3119 S56・4・1 281 2 

101 西陵公民館 干819西区上山門 3丁目 5-1 891・6342 S 56・5・11 281 2 

102 香稚東公民館 干813東区香椎台 1丁目 3-7 672・7098 S 57・4・1 282 2 

103 弥永西公民館 〒816南区弥永 2丁目 14-1 582-9620 S 57・4・l 282 2 

104 東若久公民館 干815 11 若久 6丁目 30ー 12 541-9548 S 57・4・1 324 2 

105 大原公民館 〒814早良区原4丁目 11-12 822-0428 S 57・4・1 282 2 

106 四箇山公民 館 〒811
-11 〆〆 大字四箇520-5 811-2180 S 57・4・l 282 2 

107 壱岐東公民館 〒819西区橋本 1丁目 14-2 811-2185 S 57・4・l 281 2 

108 石丸公民館 干819 11 石丸2丁目 37-1 881-4983 S 57・9・1 281 2 

109 鶴田公民館 :;=815南区鶴田 3丁目 7-2 566・2593 S58・4・1 292 2 

110 田島公民館 -T8-014 1城南区田島 3丁目 7-29 822-0307 S58・4・1 287 2 

111 福重公民館 干819西区福重4丁目 24-33 882 -1839 S58・4・1 288 2 

112 愛宕公民館 干819 11 愛宕4丁目 11ー 11 891・7962 S58・11・1 280 2 

113 三筑公民館 〒816博多区三筑1丁目 7-32 573・4664 S 59・4・1 239 2 

114 飯原公民館 〒814早良区原7丁目 3-21 864-4545 S 59・4・l 290 2 

115 奈多公民館 -T8・0121東区大字奈多 1243-381 607 -4697 S 60・4・l 282 2 

116 青葉公民館 干813東区青葉3丁目 10-8 691-9799 S 60・4・1 282 2 

117 野多目公民館 〒815南区野多目 2丁目 18-31 565-4223 S 60・4・1 282 2 

118 提丘公民館 -T8-O14 l城南区浸 1丁目 26ー 18 861-4821 S 61・4・1 282 2 

119 城原公民館 干819西区上山門 1丁目 27-2 891-7966 S 61・4・1 283 2 

120 高木公民館 干816南区高木3丁目 11ー 7 585-1332 S 61・12・1 293 2 

121 有住公民館 〒814早良区有国 7丁目 22-1 822-0352 S 61・12・1 295 2 

122 香樵浜公民館 干813東区香縫浜2丁目 4-31 682-1697 S 62・4・1 332 2 

123 大池公民館 干815南区寺塚2丁目 9ー 11 511-4231 S 63・4・1 333 2 

124 香椎下原公民館 干813東区下原 1丁目 4-2 682-6334 H元・4・l 331 2 

125 弥生公民館 干816博多区那珂 4丁目 9-2 451-4534 H元・ 4・l 386 2 

126 塩原公民館 干815南区塩原 1丁目 27-2 H 2・4・l 332 2 

127田村公民館 -T8-0141早良区大字国 835ー 7 H 2・9・1 332 2 
」ーーー
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大牟田市
名称の( )は分館
職員数の( )は兼任....外数

蕃号 名 称 所 在 地 電話番号 建設年月日 建物総面積 職員数

大牟田中央公民館 〒836有明町 1丁目2ー 11 (50934-415) 02 529・5・22 事務室87
m2

7人

l三 川地区公民館 〒836樋口町5-8 52-5957 545・4・1 493 3 

2 勝立地区公民館 干836新勝立町4ー 1-1 51-0393 555・6・1 962 3 

3 音 野 地区公民館 〒837大字白銀 781-3 58-3479 563・7・1 1，019 2 

4 (三池 分館) 干837大字=池629-2 53-8343 554・10・1 168 1 
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1|鎮西公民館|干 犯0大字大日寺593-16

2|二瀬公民館|〒 820大字川津間一1

3|幸袋公民館|〒 制大字幸袋 50

4|菰回公民館|〒削菰田川

5|飯塚東公民館|干翻大字下三緒5幻7一弱

6|総回公民館|同干 悶大字総細田日

7|立岩公民館|〒m翻0新飯塚2初0一3ω0 

81飯塚公民館|干 飽卿0本町2初0ト一1口7 

23-3396 I 545・4・1

22-2196 1 546・3.31

22-11ω1547・3・30

703 

880 

833 

3
-
3
一
3
一3
一3
一3
一
4
一
3

〒826千代町6-3

23唱 19I 548・3.31I 805 

2Mω 15 作 3・311 脇

佳 昭931 5 51・3・11 803 

23-6000 1 5仲 9・11 1，470 

22-2379 1 5 57・8・31I 935 

柳川市中央公民館 〒832大字本町87ー l (0934-48711) 1 (2) 

1柳河公民館 T 832大字新町 5-2
(09447 ) 

5 26・ 435 3 2・5478

2 域内公民館 〒832大字本町53-1 3-9556 H元・ 131 3 

3 矢留公民館 干832大字矢留本町80-1 3-8398 5 46・ 180 3 

4 東宮永公民館 〒832大字下宮永町 132ー 1 3-6791 5 57・ 1，058 3 
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名称の( )は分館
職員数の( )は兼任…・・外数

番号 名 称 所 在 地 電話番号 建設年月日 間努総面積 職員数

5 両開公民 館 干832大字有明町 1270-5 3・6792 S42・3・ 612 3 

6 昭代公民館 -T8-030 3大字タ々原 126 3-6790 S 55・ 753 3 

7 蒲池公民 館 〒832上字矢加部251-3 3-6791 S60・ 765 3 

山田市

山田市中央公民館 〒821 大字上山田 443ー l (05294・81522)2 S46・3・31 1， 314 (31 

1 熊ケ畑公民館 干821 大字熊ケ畑2173-1 52-0104 S 47・3・31 541 2 

2 上山田公民館 干821 大字上山田 1515 52・2535 S 61・9 115 2 

3 大橋公民 館 干821 大字上山田 443-1 52-0224 S46・3・31 29 2 

4 下山田公民館 干821 大字下山田 376 52・1369 S 50・3・31 630 2 

甘木市

上秋月公民館 〒838大字上秋月 1732-1 (02954-604) 57 S50・11・ 595 3 

2 秋月 公民館 〒838大字下秋月 670 25-0458 S 31・7・ 909 3 

3 安 川公民館 干838大字下淵 737 22-2017 S38・3・ 669 3 

4 中央公民館 〒838大字甘木 770-3 22-2117 S 29・7・ 1，096 4 

5 馬田公民館 干838大字馬田 1286 22・2140 S 60・4・ 660 3 

6 立石公民館 干838大字頓田 299-1 22-2101 S34・5・ 359 3 

7 福田公民 館 〒838大字小隈 219-1 22-2158 S 62・4・ 540 3 

8 姥城公民 館 〒838大字林田 235 22-3004 S58・4・ 401 3 

9 金川公民館 干838大字屋永 3266 22-2242 S 35・5・ 346 3 

10 三奈木公民 館 干838大字三奈木4260 22-3114 S 53・10・ 回8 3 

11 高木公民館 838 29-0750 S53・3・ 176 干ー14大字黒川 3968-2

L八女市

八女市中央公民館 〒834大字本町586 (02924-533) 32 S 43・3・31 1，025 51 

l 八女市東公民館 〒834大字山内 389-5 23-5276 S56・3・31 738 3 

2 八女市西公民館 干834大字新庄 385-1 24-5272 S54・3・31 731 3 

筑後市

| !筑後市中央公民館|干制大字山ノ井ω6-3

大 川市

| |大川市中央公民館 |〒おl大字酒見221-11

行橋市

「石雇百L央公民館 |干824 大橋 1丁目9-26
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番号 名 称 所 在 1也

行橋公民館 干824 大橋 1丁目ト26

2 仲津公民館 1"824 大字道場寺1517-1 

3 椿市公民館 〒824 大字長尾494-1

4 延永公民館 干824 大字上津熊76-1

5 稗回公民館 〒824 大字前回352-1

6 今元公民館 干824 大字今井2092-1 

7 泉 公 民 館 干824 大字西泉4-2-1

8 今川公民館 干824 大字寺昨41-2 

9 重要 島公 民館 干824 大字蓑島129-1

10 行橋 北公 民館 1"824 大字行事3-17-50

11 行橋 南公 民館 1"824 南大橋 2丁目3-27

豊前市

豊前市中央公民館 1"828 八屋町大字無回1860-1 

1 角田公民館 千828松江368-1

2 山田公民館 〒828 四郎丸243

3 八屋公民館 〒828 八屋1381-4 

4 字島公民館 干828赤熊484-1

5 三 毛門公民館 〒828三毛門914-4 

6 黒土公民館 〒828久路上1179-1 

7 千束公民館 干828千束167

8 横武公民館 干828 薬師寺61-1

9 合河公民館 干~ö~ 下河内960 -1
10 岩屋公民館 〒~ö~ 岩屋 143
11 大村公民館 〒828大村1534-4 

中間市

|中間市中央公民館|〒809大字中間5883-1 

筑紫野市

筑紫野市中央公民館 干818大字二日市1123-1 

l 二日市地区公民館 干818大字二日市753-1

2 山口地区公民館 千818大字山口26-5

3 筑紫地区公民館 干818大字筑紫634-1 

4 御笠地区公民館 干818大字吉木1769

名称の( )は分館
職員数の( )は兼任・…・外数

電話番号 建設年月日 建物総面積 職員数

2-2296 H 2・3・31 36 m' 2人

2-1001 H 3・3・31 655 2 

2-1061 S 53・3・31 349 2 

4-7401 S 56・3・31 577 2 

2-1759 S 59・3・31 540 2 

4-3039 S 60・3・31 558 2 

2-5022 S 61・3・31 566 2 

5-1070 S 63・3・31 573 2 

2-5010 S 63・3・31 370 2 

3-5010 H元・ 3・31 576 2 

3-6700 H 2・3・31 597 2 

(OZ~Z~Ó2 S 51・10・10 603 3 

2-2701 S 36・11・16 362 2 

2-2666 S 49・3・30 353 2 

2-2775 S 52・6・l 421 2 

2-3196 S 53・3・7 418 2 

2-2671 S 37・11・15 459 2 

2-2670 S 35・9・26 507 2 

2-2250 S 57・3・25 480 2 

2-2669 S 47・11・30 185 l 

8-2001 S 34・4・10 456 2 

8-2002 S 55・2・29 247 2 

2-7753 S 62・ 146 2 

l~~~~321 I S昨日l| 川 81 10 

~~g~Ó4 1 5 S 47・3・31 1. 768 7 

923-1111 S 29・3・31 320 l 

922-2551 S 33・3・31 218 (1) 

926-2913 S 54・3・31 387 (1) 

922-2601 S 37・10・6 215 (1) 
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称 所 在 I由

5 山家地区公民館 〒818大字山家4525-3 I 926-2809 I S 45・3'31 

春 日 市

|春日市中央公民館 l〒制伯玄町2-24 [J駒~必問| 781 

郡 市

|小郡市中央公民館 |干23?小郡255ーl I 'V~:~ " ， I S 45・3'33

~ 味坂校区公民館 |干21? 下西鯵坂253 -1 I 'v~6:6QOQI H 3・31・31

大野城 市

|規城市中央公民館 1:;=816曙町2丁目3-1 1 ~~r~~211 1 S仲間~
'刀三=て， 像 市

|宗像市中央公民館|刊 誌大字須恵湖ー2 | (~~~~ム8 | S 昨日5| 1，896 

日の里地区公民館 -T-83141 日の里 1丁目16-1 37-1587 S 54・3・1 1，049 3 

2 (自由ヶ丘公民館) 干2i!大字自由ヶ丘3-12-11 32-5594 S 47・12・1 529 3 

太 宰府市

|太宰府市中央公民館 |語辞大字観世音寺288-4 |山川 IS61'11・31 3，825 

那珂 川 町

胴 川町中央公民館 干2ii大字後野120 ji22092 S 50' 3・30 1，530 5 (1) 

南畑地区公民館 〒Eii埋金853-3 952-3687 S 41・10・l 386 (2) 

2 期間川北地区公民館 〒Eii片縄5丁目86 952-8852 S 58・2・28 400 2 (1) 

字 美 町

|宇美町中央公民館 lHii大字宇美4702-4 1 ~~~~~即 1 S 54・2'281 1，453 

篠 栗 町

D篠栗町中央公民館 |〒Eii大字篠栗47 1 ~~1~í454 1 S 砂川~
志 免 町

| 志免町中央公民館|干~B 志免錦 rn斜1001 Sルシ241 3，57 

須 恵 町

須恵町公民 館 〒Eii大字上須恵1180ーl

川子地区公民館 -T-8i1 1 l 大字上須恵1290-34 

新 宮 町

|新宮町中央公民館|干勾!大字上府間ーl l G122お~仲間~
久 山 町

|久山町公民館 |〒Eii大字久原3632 [J砕い~・10 ・ 2， 299 
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称 所 在 地

|粕屋町中央公民館|干Eii大字仲原ロ

古 賀 町

古賀町中央公民館|干Eii大字久保866

~廷内地区館 |〒当! 大字廷内883 -1
福 間 町

|福間町公民館|干Eii福間町大字手光2222

津屋崎町

津屋崎町中央公民館 干2ii大字津屋崎690-10 

勝浦公民館 TEii大字勝野2274-~ 
2 宮司公民館 干2ii大字宮司1138

玄 海 町

|玄海町公民 館|干Eii大字江口紛

大 島 村

|大島村公民館|〒2討大島村口

芦 屋 町

芦屋町中央公民館|干211 中/浜4-4

~山鹿公民館~干 211 山鹿2862
水 巻 町

|水巻中央公民館|干的大字頃利80-5

岡 垣 町

岡垣町中央公民館 干2ii大字吉木1072-1 

岡垣町東部公民館 干2ii大字山田 17

2 H 西部公民館 干2ji大字内浦145

遠賀町

'遠額町中央公民館|干2ii大字今古賀513

l|遠賀町公民館別館|干Eii大字今古賀91ー l

鞍手町

|鞍手町中央公民館|干2路大字小牧2印

1，';日3空ム'"1 S 49・3.30 

lAY7空1M'1 S 60・9・30

1 943-4948 1 S 42・2.7 

|(2322100 | S 昨日~ 4， 356 4 

〔銀ijO5 S 47・ 827 6 

S 46・ 139 (1) 

52-0071 745 

1 (5) 

[j総21I S 51・ 916 1 (2) 

lAHZ空Ico， 1 S 53・8・31

I ~月3空fonη 1 S 47・4・1

ljl告白01I S 61 ・川~ 3，192 

ji22162 S 47・3・15 1， 307 3 (1) 

282-0035 S 51・ 980 1 (1) 

282-7476 S 53・ 652 (1) 

S 50・8・31

S 30・

|(0堅持品 IS 56・昨31I 2，667 (9) 
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名称の( )は分館

小竹町 職員数の( )は兼任……外数

番号 名 称 所 在 地 電話番号 建設年月日 建物総面積 職員数

小竹町中央公民館 干2i?大字勝野1757 (029449465) 2 S 54・2・20 1.647 m' (8)人

北 公 民 館 干勾大字勝里f2379-1 ーl 2-6629 S 45・3・17 480 。
若宮 町

若宮町中央公民館 〒822 大字高里r572
-01 (092-490585) 9 S 49・4・18 1. 121 4U日

ゴ口= JlI 支 館 〒822 大字脇田16
-01 4-0301 S 35・ . 301 。

2 中 支 館 干822 大字稲光711-1
-01 S 35・ . 113 。

宮田町

宮田町中央公民館 〒823大字宮田72-1 (092-490312) 3 S 51・12・10 1.432 3(5) 

l (大之浦支宮島 干823大字上大隈573 2-0404 S 49・ . 798 (1) 

2 (笠松支質ID 〒23? 大字下有木お7 3-1337 S 42・ . 214 (1) 

桂 111 町

|経川町公民館 |TEll 大字土居綿一2 [j針。~砂 8・~ 866 1 UO) 

嘉 穏 町

|嘉穂町公民館 |T213大字牛隈初 S仲間|

稲 築 町

|稲築町公民館|干232 大字岩崎1山 |(i;11J501S 45・12'201

碓 井 町

|碓井町公民館|〒233 上臼井466ー l S 回・昨~
筑 穂 町

|筑穂町中央公民館|干231大字長尾1制 1 (n~~i04 1 S 5刊・~
穂 波 町

|穂波町公民館|〒制大字秋松ω S 時的~
庄 内 町

|庄内町公民館 |T231大字有安830-3 c思考仏~・叩|
頴 田 町

|頴田町公民館 |Tf?? 大字勢回1129-1 ~純弘~・ 6・~ 1ω~ 
杷 木 町

|杷 木町公民館|〒Eii大字寒村0-1 | 沼知~炉問|
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朝 居A、 町

名 称 所 在 地

朝倉町公民館 干2誇大字宮野2047-1 

輪 町

|三 輪町公民館|干制大字新町450

夜 須 町

|夜須町中央公民館 |〒233大字篠隈M

小石原村

| |小石原村公民館|〒213大字小石原941-9 

宝 珠山 村

| |宝珠山村公民館|〒2??大字宝珠山6425

前原町

l 

2 

3 

4 

5 

6 

l 

2 

3 

x ，じ，、

l 

2 

3 

4 

t口t 

前原町中央公民館 〒2!?大字前原1339-1 

波多江公民 館 干2!?大字池田577-1

力日布里公民館 干21?大字神在111

長糸公民館 〒2!?大字川付876-4

富山公民館 〒2!?大字蔵持838-6

恰土公民館 干213大字井原916

前原南公民 館 〒2!?大字篠原675-1

丈町

二丈町中央公民館 T213大字深江1145

福吉公民館 干211大字吉井4017

一貴山公民館 干213大字石崎81

深江公民館 〒213大字深江1145

摩 町

中央公民館 干213大字初18

桜野公民館 干213大字桜井5942

引津公民館 干213大字御床2165-3 

芥屋公民館 干213大字芥屋26-7

井 町

|吉井町中央公民館|干2認吉井町983-1 

田主丸町

|田主丸町中央公民館|干Ei2大字国主丸507ー l

S 39・3・20
J白且且 "I

22-2770 S仲 5・ 1， 380 

c:附b1 S 60・3・42-3121 2， 515 

!?均34|H 2・9・ 676 

1 (9r-~~0 1 1 S 54・2.281 883 

j222481 S34・1・10 1. 163 3 

3(0229-21) 614 S 58・4・1 731 3 

322-3026 S 42・4・l 195 3 

323-2032 S 29・4・l 513 3 

323-0078 S 33・1・10 299 3 

322-7815 S 37・1・10 654 3 

324-1763 S 60・3・31 751 3 

325--0234 S 45・11・30 1，863 (3) 

32&-5501 S 49・4・15 642 2 

32ト0151 S 53・2・28 651 2 

325--0234 S 54・11・30 1，863 1(1) 

認料u S 60・9・13 1， 553 2 

327-0259 S 46・4・1 446 2 

32&-0855 H 3・1.31 763 2 

32&-2009 S 59・3・20 493 2 

~総231S 仲間|

~鍔訟~砂 6・~ 1， 230 I (5) 
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名称の( )は分館

浮羽 町 職員数の( )は兼任……外数

陣号 名 称 所 在 地 電話番号 建設年月日 建物総面積 職員数|

浮羽町公民館 〒f?2 大字朝国561-) ((7M9-473477) 6 S 56・3・23 2，840 rrf 5(5)人 l

l 田健公民館 〒2?2大字国能1151-1 S 54・1・31 335 2 

2 山春公民館 =r ~誇大字山北783 S 53・4・25 290 2 

3 大石公民館 干2?2大字吉川479 7-7088 S 53・1・23 343 2 

4 御幸公民館 TEi2 大字朝団589-) 7-2004 S 42・2・20 274 2 

北 野 町

|北野町中央公民館 |T2?? 大字中273-1 |儲 (081S日・10-311 2，822 I (4) 

大万洗 町

|大刀洗町中央公民館 l=r~rg 大字富多819 | 地弘。 ~ 砂山~
城 島 町

|城島町公民館 l=r~ðg 大字楢津748 -1 1 23喝~ル 4・
大 木 町

!大木 町 公民館 l=r~82 大字八丁牟困問一 l | 組払~時 9・
務 町

|三 瀦町公民館 l=r~ð? 大字玉満却49- 1 l a%もお| げ CGω
黒 木 町

|黒木町公民館|〒2活大字桑原244-2 c担当~・山~
上 陽 町

|上陽町中央公民館|干2行大字北川内側一1 12当~11 1 S 47・12'301

立. 花 町

立花町中央公民館 干834 大字谷川1130 (2039-4531) 41 S 49・6・29 354 2 (2) 

1 北山公民館 〒834 大字北山2692 23-4656 S 49・3・31 280 

2 白木公民館 〒834 大字白木5589 35-0001 S 49・3・31 280 1 

3 辺春公民館 〒834 大字上辺春394-2 36--0001 S 49・3・31 280 l 

広 111 町

|広川町中央公民館 |〒 231 大字新代l側 一l | 鋭:nl1 S 43・ル | 671 

矢 部 村

|矢部村中央公民館 |干 Eij 大字北矢部I附 liq当22 | S 砂 5・ ~ 1，105 

星 野 村

|星野村中央公民館|干23i 星野村13201-1 |総11 1| S 昨日~ 688 
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名称の( )は分館
職員数の( )は兼任……外数

番号 名 称 所 在 地 電話番号 建設年月日 建物総面積 職員数

瀬局町中央公民館 T835大字下庄792-1 (0629-4452) 01 S 52・3・20 2，266 m' 2 (9)人

jヒ 公 民 館 T835大字長田3353-9 3-8773 S 48・4・31 416 l 

2 上圧公民館 〒835大字上庄185-2 3-2986 H元 ・7・l 202 。

町高瀬

l
 

n
d
 

i
 

l
 l
 

|(0科目11 S 55・3・211 

no -l
 

2. 162 

17総891 S 55' 9'10 

内

Ll
 l
 

2.141 

| (日間ij7| S砂 2・III 843 

ltFii95|S 仕 3・311 
3 l. 169 

〒2詑大字高野987-1

干2??新町

大 和 町

| |大和町中央公民館 |干23認2大字栄幻

三 橋町

| |三橋町中央公民館 |干間大字正行468

山川 町

| |山 川 町公民館 |干23?大字原町別ーl

高田町

| |高田町公民館 |干雪勾i招;大字濃施必

香春町

香春町中央公民館

金田町

| | 金田町中央公民館 |〒~H 大字金田 1153-1 

糸田町

| |糸田町中央公民館 |〒212糸田2395

川 崎町

| |川崎町中央公民館 |干827 大字国原791-1

赤池町

| |赤池 町 公民館 |干2??大字赤池l凶、 l凶

(香春校区公民館)

添田町中央公民館 〒21i大字添田538-1 (0892-4706) 16 S 42・6・30 592 2(2) 

そえだ公民館 〒231 大字圧952 82-2599 S 63・6・30 2，201 2 (2) 

l 津野公民館 〒23j大字津野6059 84-2001 S 55・3・31 353 1(1) 

2 彦 山 公民館 干231大字落合800 85-0702 S 56・5・30 458 2 

3 中元寺公民館 干23i大字中元寺2姉 82-3404 S 56・6・20 408 1(1) 

4 野田公民館 干531大字野田1623-1 S 56・3・30 298 (1) 

町田添

|(mi25|S 57・3'311 (7) 

J
 

G
U
 

-n，“
 

ー

588 

lt純白 IS砂 7・311

A
せl

 l
 

1，158 

EZ記 S38・3

i
 

n
4
 

(
 

l
 l
 

700 

612 凶鉛μIS 48・10'31
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名称の( )は分館
職員数の( )は兼任・…・外数

建設年月日山
山'+l' 

在所

方城

写「石称
方城町中央公民館

町

i
 

no 
(
 

つdl
 

S 48・7・

11手242lS特 4・11 1，810 

31 

苅田町中央公民館 干233 京町2-5
(093) S 54・10・12 3，834 3 436-0061 

炉開7ミちニテユ 〒2沼 大字新津凶82-4
(09302) Hft 0 80 1 1，257 3 3-1000 

2 白 川 公民 館 干空路大字鋤崎仰一3 2-1062 S 42・3・30 385 l 

大字伊方4480

t
i
 

(
 

内
ペ

υ

ー

団 組 sω

大字大行事3180-1 

大字内田1188

大任町

| |大任町公民館|干fii
赤村

| |赤村中央公民館 |干Eii
苅田町

噌
E
A(

 
つ白!
 

|(0231jl|S 61・4・251

犀 川町

| |犀川町中央公民館 |干252大字本庄仙一l

勝山町

勝山町中央公民館

1，600 

干2ii大字黒田79 S 43・

S 29・

-Fh
u
 --

nペ
u

• F
O
 

A
q
 

qu 
(1) 1，734 

|?23211S 47・2・281 2 

l
 

po 
(
 

l
 

l
 

642 

豊津町

| |豊津町中央公民館|干fii大字豊津1118

椎田町

| |椎回町中央公民館|干Ei認:大字高塚字外新開布

吉富町

| |吉富町公民館 |干871大字広津413

築城町

干26i大字岩熊1177館 )

巴雪国

分山
山(諌

2，076 

!?E244|S貯 30311

築城町公民館 -T-82O9l大字築城251 (029-300 5) S 46・2・13 1， 277 1 (2) 
001 

下城弁公民館 -T-82O9 l大字安武155 2-2886 S 47・2・31 547 。
2 上城井公民館 -T-8209 1大字本庄2111-2 4-0823 S 51・6・8 519 。

=8Tf T':O9 大字垂水1325-3 

吉富 町

新吉富村中央公民館

干51l緒方瑚ーl(西吉富支館)

新
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名称の( )は分館
大 平 村 職員数の( )は兼任…・・外数

陸号 名 称 所 在 1也 電話番号 建設年月日 建物総面積 職員数

大平村中央公民館 干21i大字東下1496-1 (0972-92 ) 
72-2005 S 31・ 964 rre 1 (1)人

l 金 代 公 民館 干Elb大字西友枝582-1 S 40・ 74 (1) 

2 小畑公民館 =・-87091 〆〆 3437 S 33・ 101 (1) 

3 横 川 公 民館 =・-87091 f〆 2455 S 39・ 109 (1) 

4 仙 代公民 館 ='-8709 1 〆〆 2140 -2 S 42・ 110 (1) 

5 東上公民館 干21j大字東上2叩 S 39・ 169 (1) 

6 土 佐井 公民館 干EJb大字土佐井 S 41・ 210 1(1) 

7 下唐原公民 館 干21j大字下唐原856-1 S 31・ 231 1(1) 

8 小池公民館 =E-8709 1 〆〆 2148-15 S 47・ 127 (1) 

(平成 3年 5月 1日現在)
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合民/
補館 2
謄

iii制 2
225度 F

.骨~JJIの問い合わせ ・ 限緩いセンタ-

[.1.] 01 20-42・2324<電話料金稿料}

株式会社公民館補償センター
干150東京都渋谷区神宮前5-38-10

.制直輝侠社団法人全国公民館連合会
・制度割酬保機会社安田火災海上保険制






